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人
に ん

間
げ ん

の尊
そ ん

厳
げ ん

と自
じ

立
り つ

Q 002

題
だい

問
もん

1 -
001

作
さくせい

成した延
えんめい

命治
ち

療
りょう

に対
たい

する意
い し

思決
けってい

定の計
けいかくしょ

画書は、利
り

用
よう

者
しゃ

の意
い

向
こう

で
変
へんこう

更することができる。

1 -
002

延
えんめい

命治
ち

療
りょう

に対
たい

する意
い し

思決
けってい

定の計
けいかくしょ

画書作
さくせい

成における本
ほんにん

人の意
い し

思確
かくにん

認の
ための話

はな

し合
あ

いは、一
いち

度
ど

だけ実
じっ

施
し

する。

1 -
003

延
えんめい

命治
ち

療
りょう

に対
たい

する意
い し

思決
けってい

定の計
けいかく

画書
しょ

は、在
ざいたく

宅ではなく病
びょう

院
いん

での治
ち

療
りょう

を想
そうてい

定して作
さくせい

成する。

1 -
004

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

が自
みずか

ら利
り

用
よう

するサービスを自
じ こ

己決
けってい

定できるよ
うに、必

ひつよう

要な情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

する必
ひつよう

要がある。

1 -
005

今
こん

後
ご

も自
じ

宅
たく

での生
せい

活
かつ

を継
けいぞく

続したいが、そのことに不
ふ

安
あん

があると話
はな

す
利
り

用
よう

者
しゃ

に、「施
し

設
せつ

に入
にゅう

居
きょ

することを考
かんが

えたらどうですか」と応
おうとう

答した。



Q 003

1 -
006 

歩
ある

くことが不
ふ

安
あん

と訴
うった

える消
しょう

極
きょく

的
てき

な利
り

用
よう

者
しゃ

に対
たい

し、歩
ある

くように説
せっ

得
とく

す
る。

1 -
007 

エンパワメント（empowerment）とは、利
り

用
よう

者
しゃ

のもっている力
ちから

に注
ちゅう

目
もく

し、その力
ちから

を引
ひ

き出
だ

していく考
かんが

え方
かた

である。

1 -
008 

アドボカシー（advocacy）とは、利
り

用
よう

者
しゃ

の意
い し

思を代
だいべん

弁することを
表
あらわ

す用
よう

語
ご

である。

1 -
009 

1960 年
ねんだい

代後
こうはん

半からアメリカで展
てんかい

開した自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

運
うん

動
どう

では、障
しょう

害
がい

者
しゃ

の選
せんたく

択による自
じ こ

己決
けってい

定の尊
そん

重
ちょう

を主
しゅ

張
ちょう

している。

1 -
010 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

は、施
し

設
せつ

や病
びょう

院
いん

において実
じつげん

現される。

1 -
011 

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

では、利
り

用
よう

者
しゃ

自
みずか

らが自
じ

分
ぶん

の意
い し

思で行
こうどう

動するという意
い

欲
よく

をも
つことが大

たいせつ

切である。

Q 004

1 -
012 

利
り

用
よう

者
しゃ

が意
い

欲
よく

をもたない場
ば

合
あい

も、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

のために
サービスの利

り

用
よう

を強
つよ

く勧
すす

める。

1 -
013 

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

とは、「すべて自
じ

分
ぶん

でできるようにするための支
し

援
えん

」をいう。

1 -
014 

ノーマライゼーション（normalization）の理
り

念
ねん

は、すべての人
にんげん

間
が尊

そん

重
ちょう

され、ありのままの状
じょう

態
たい

で普
ふ

通
つう

に生
せい

活
かつ

していくことを目
め ざ

指す
ものである。

1 -
015 

認
にん

知
ち

症
しょう

高
こうれいしゃ

齢者には、安
あんぜん

全のため部
へ や

屋から出
で

られないように外
そと

から施
せ

錠
じょう

する。



人
に ん

間
げ ん

関
か ん

係
け い

と
コミュニケーション

Q 006

題
だい

問
もん

2 -
001

他
た

者
しゃ

とのコミュニケーション場
ば

面
めん

での自
じ こ

己覚
かく

知
ち

は、自
じ こ

己の感
かん

情
じょう

の動
うご

きとその背
はいけい

景を洞
どうさつ

察することである。

2 -
002

自
じ こ

己覚
かく

知
ち

とは、自
じ こ

己の価
か

値
ち

観
かん

を他
た

者
しゃ

に合
あ

わせることである。

2 -
003

利
り

用
よう

者
しゃ

との信
しんらい

頼関
かんけい

係を構
こうちく

築するためには、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が話
はな

し手
て

に徹
てっ

するのがよい。

2 -
004

浮
う

かない顔
かお

をしている利
り

用
よう

者
しゃ

に「自
じ

分
ぶん

の気
き も

持ちを我
が

慢
まん

しなくてもい
いですよ」と話

はな

しかけた。これはバイステック（Biestek, F.）の
７原

げんそく

則のうち、自
じ こ

己決
けってい

定の原
げんそく

則を指
さ

す。

2 -
005

自
じ こ

己開
かい

示
じ

は、相
あい

手
て

に自
じ

分
ぶん

のことを良
よ

く思
おも

ってもらうために行
おこな

う。



Q 007

2 -
006 

自
じ こ

己開
かい

示
じ

を行
おこな

うことで、ジョハリの窓
まど

（Johari Window）の開
かいほう

放
された部

ぶ

分
ぶん

（open area）が広
ひろ

がる。

2 -
007 

バイステック（Biestek, F.）の７原
げんそく

則の 1 つである非
ひ

審
しん

判
ぱん

的
てき

態
たい

度
ど

とは、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の価
か

値
ち

観
かん

で判
はんだん

断せずに利
り

用
よう

者
しゃ

とかかわることであ
る。

2 -
008 

バイステック（Biestek, F.）の７原
げんそく

則の 1 つである個
こ

別
べつ

化
か

とは、
利
り

用
よう

者
しゃ

を個
こ

人
じん

としてとらえることである。

2 -
009 

利
り

用
よう

者
しゃ

との関
かんけい

係を構
こうちく

築するため、利
り

用
よう

者
しゃ

の生
せい

活
かつ

史
し

を尊
そん

重
ちょう

してコミュ
ニケーションをとるとよい。

2 -
010 

盲
もう

ろう者
しゃ

（目
め

と耳
みみ

の両
りょう

方
ほう

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

）のコミュニケーション方
ほうほう

法
として触

しょく

手
しゅ

話
わ

がある。

2 -
011 

利
り

用
よう

者
しゃ

の感
かん

情
じょう

に共
きょう

鳴
めい

して、同
どう

情
じょう

的
てき

にかかわることを、共
きょう

感
かん

的
てき

態
たい

度
ど

と
いう。

Q 008

2 -
012 

聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある利
り

用
よう

者
しゃ

との間
あいだ

で筆
ひつだん

談を行
おこな

うときは、キーワードを活
かつ

用
よう

して内
ない

容
よう

を伝
でんたつ

達するとよい。

2 -
013 

筋
きん

萎
い

縮
しゅく

性
せい

側
そく

索
さく

硬
こう

化
か

症
しょう

（amyotrophic lateral sclerosis：ALS） で
人
じん

工
こう

呼
こ

吸
きゅう

器
き

装
そう

着
ちゃく

により発
はっせい

声が困
こんなん

難な人
ひと

に用
もち

いるコミュニケーション
方
ほう

法
ほう

の 1 つとして、透
とうめい

明文
も

字
じ

盤
ばん

がある。

2 -
014 

筆
ひつだん

談は、中
ちゅう

途
と

失
しっ

聴
ちょう

者
しゃ

が用
もち

いることが多
おお

い。

2 -
015 

筆
ひつだん

談は、多
た

人
にん

数
ずう

での双
そうほうこう

方向コミュニケーションに有
ゆうこう

効である。



社
し ゃ

会
か い

の理
り

解
か い

Q 010

題
だい

問
もん

3 -
001

自
じ

分
ぶん

が生
う

まれ育
そだ

った家
か

族
ぞく

を、定
てい

位
い

家
か

族
ぞく

という。

3 -
002

親
しんぞく

族とは、3親
しんとう

等内
ない

の血
けつぞく

族、配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

、6 親
しんとう

等内
ない

の姻
いん

族
ぞく

をいう。

3 -
003

家
か

族
ぞく

の機
き

能
のう

のうち衣
い

食
しょく

住
じゅう

などの生
せい

活
かつ

水
すい

準
じゅん

を維
い

持
じ

しようとする機
き

能
のう

は、生
せい

命
めい

維
い

持
じ

機
き

能
のう

である。

3 -
004

子
こ

育
そだ

てにより子
こ

どもを社
しゃ

会
かい

化
か

する機
き

能
のう

は、パーソナリティの形
けいせい

成化
か

機
き

能
のう

である。

3 -
005

家
か

族
ぞく

の機
き

能
のう

のうち介
かい

護
ご

が必
ひつよう

要な構
こうせいいん

成員を家
か

族
ぞく

で支
ささ

える機
き

能
のう

は、ケア
機
き

能
のう

である。



Q 011

3 -
006 

地
ち

域
いき

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

は、すべての住
じゅう

民
みん

が支
ささ

え合
あ

い、自
じ

分
ぶん

らしく活
かつやく

躍できる
地
ち

域
いき

コミュニティの創
そう

出
しゅつ

を目
め ざ

指している。

3 -
007 

地
ち

域
いき

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

は、高
こう

齢
れい

者
しゃ

分
ぶん

野
や

の相
そう

談
だん

支
し

援
えん

体
たいせい

制の強
きょう

化
か

に特
とっ

化
か

している。

3 -
008 

特
とくてい

定非
ひ

営
えい

利
り

活
かつどう

動法
ほうじん

人（NPO 法
ほうじん

人）は、収
しゅう

益
えき

を上
あ

げることが禁
きん

じら
れている。

3 -
009 

認
にんてい

定特
とくてい

定非
ひ

営
えい

利
り

活
かつどう

動法
ほうじん

人は、税
ぜい

制
せい

上
じょう

の優
ゆうぐう

遇措
そ

置
ち

を受
う

けることができ
る。

3 -
010 

地
ち

域
いき

の機
き

能
のう

を高
たか

めるために、ソーシャルキャピタルは必
ひつよう

要である。

3 -
011 

エンパワメントの対
たい

象
しょう

には、地
ち

域
いき

が含
ふく

まれている。

Q 012

3 -
012 

「働
はたら

き方
かた

改
かいかく

革」の目
もくてき

的は、働
はたら

く人
ひとびと

々のニーズに応
おう

じた、多
た

様
よう

な働
はたら

き
方
かた

を選
せんたく

択できる社
しゃ

会
かい

の実
じつげん

現を図
はか

ることにある。

3 -
013 

ワーク・ライフ・バランスを実
じつげん

現するために、余
よ か

暇時
じ

間
かん

の有
ゆうこう

効な活
かつ

用
よう

が期
き

待
たい

されている。

3 -
014 

現
げんざい

在の日
に

本
ほん

の雇
こ

用
よう

保
ほ

険
けん

の加
か

入
にゅう

率
りつ

は、正
せい

規
き

雇
こ

用
よう

と非
ひ

正
せい

規
き

雇
こ

用
よう

で差
さ

がみ
られる。

3 -
015 

日
に

本
ほん

の 65 歳
さい

以
い

上
じょう

の者
もの

の就
しゅう

業
ぎょう

率
りつ

は、2011 年
ねん

（平
へいせい

成 23 年
ねん

）以
い

降
こう

減
げん

少
しょう

している。

3 -
016 

現
げんざい

在の日
に

本
ほん

の雇
こ

用
よう

状
じょう

況
きょう

は、非
ひ

正
せい

規
き

雇
こ

用
よう

の割
わりあい

合が全
ぜん

雇
こ

用
よう

者
しゃ

数
すう

の 3 分
ぶん

の 1を上
うわまわ

回っている。

3 -
017 

現
げんざい

在の日
に

本
ほん

では、農
のうそん

村部
ぶ

の人
じん

口
こう

減
げん

少
しょう

（過
か

疎
そ

化
か

）が緩
かん

和
わ

されている。



Q 013

3 -
018 

都
と

市
し

部
ぶ

では中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

の空
くう

洞
どう

化
か

現
げん

象
しょう

が起
お

きている。

3 -
019 

地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケアシステムにおける自
じ

助
じょ

は、公
こうてき

的扶
ふ

助
じょ

を利
り

用
よう

して、自
みずか

ら
生
せい

活
かつ

を維
い

持
じ

することをいう。

3 -
020 

地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケアシステムにおける共
きょう

助
じょ

は、社
しゃ

会
かい

保
ほ

障
しょう

制
せい

度
ど

に含
ふく

まれない。

3 -
021 

地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケアシステムにおける公
こうじょ

助は、自
じ

助
じょ

・互
ご

助
じょ

・共
きょう

助
じょ

では対
たいおう

応
できない生

せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

等
とう

に対
たいおう

応する。

3 -
022 

地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケアシステムを支
ささ

える互
ご

助
じょ

は、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

向
こう

上
じょう

のための住
じゅう

民
みん

の支
ささ

え合
あ

いを目
め ざ

指している。

3 -
023 

社
しゃ

会
かい

保
ほ

障
しょう

の対
たい

象
しょう

は、介
かい

護
ご

上
じょう

の課
か

題
だい

を抱
かか

えた人
ひとびと

々を含
ふく

んでいる。

Q 014

3 -
024 

社
しゃ

会
かい

保
ほ

障
しょう

は、生
せい

活
かつ

の安
あんてい

定が損
そこ

なわれた人
ひとびと

々に対
たい

して、セーフティネッ
トとしての機

き

能
のう

を果
は

たしている。

3 -
025 

「育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

法
ほう

（育
いく

児
じ

休
きゅうぎょう

業、介
かい

護
ご

休
きゅうぎょう

業等
とう

育
いく

児
じ

又
また

は家
か

族
ぞく

介
かい

護
ご

を行
おこな

う労
ろうどうしゃ

働者の福
ふく

祉
し

に関
かん

する法
ほうりつ

律）」において契
けいやく

約社
しゃいん

員は、育
いく

児
じ

休
きゅう

業
ぎょう

を
取
しゅとく

得できないと定
さだ

められている。

3 -
026 

介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

は、対
たい

象
しょう

家
か

族
ぞく

一
ひ と り

人につき連
れんぞく

続して取
しゅとく

得しなければならない
と定

さだ

められている。

3 -
027 

育
いく

児
じ

休
きゅう

業
ぎょう

は介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

よりも先
さき

に制
せい

度
ど

化
か

された。

3 -
028 

パートやアルバイトは、労
ろうどうしゃ

働者災
さいがい

害補
ほ

償
しょう

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の保
ほ

険
けん

給
きゅう

付
ふ

の対
たい

象
しょう

である。

3 -
029 

労
ろうどうしゃ

働者災
さいがい

害補
ほ

償
しょう

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の保
ほ

険
けん

料
りょう

は、雇
こ

用
よう

主
ぬし

と労
ろうどうしゃ

働者がそれぞれ負
ふ

担
たん

する。



Q 015

3 -
030 

通
つうきん

勤途
と

上
じょう

の事
じ こ

故は、労
ろうどうしゃ

働者災
さいがい

害補
ほ

償
しょう

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の給
きゅう

付
ふ

対
たい

象
しょう

外
がい

である。

3 -
031 

従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

がいない自
じ

営
えい

業
ぎょう

者
しゃ

は、労
ろうどうしゃ

働者災
さいがい

害補
ほ

償
しょう

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の保
ほ

険
けん

給
きゅう

付
ふ

の
対
たい

象
しょう

ではない。

3 -
032 

日
に

本
ほん

国
こく

憲
けんぽう

法第
だい

25 条
じょう

で定
さだ

められている権
けん

利
り

は、生
せいぞんけん

存権である。

3 -
033 

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

第
だい

1 条
じょう

は、「福
ふく

祉
し

サービス利
り

用
よう

者
しゃ

の利
り

益
えき

の保
ほ ご

護及
およ

び地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

の推
すい

進
しん

を図
はか

る」ことを規
き

定
てい

している。

3 -
034 

2015 年
ねん

度
ど

（平
へいせい

成 27 年
ねん

度
ど

）以
い

降
こう

の後
こう

期
き

高
こう

齢
れい

者
しゃ

医
い

療
りょう

制
せい

度
ど

の財
ざいげん

源で、
最
もっと

も割
わりあい

合が大
おお

きいものは、後
こう

期
き

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の保
ほ

険
けん

料
りょう

である。

3 -
035 

2015 年
ねん

度
ど

（平
へいせい

成 27 年
ねん

度
ど

）以
い

降
こう

の社
しゃ

会
かい

保
ほ

障
しょう

給
きゅう

付
ふ

費
ひ

の財
ざいげん

源では、社
しゃ

会
かい

保
ほ

険
けん

料
りょう

の占
し

める割
わりあい

合が最
もっと

も大
おお

きい。

Q 016

3 -
036 

2015 年
ねん

度
ど

（平
へいせい

成 27 年
ねん

度
ど

）以
い

降
こう

の生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

費
ひ

の財
ざいげん

源内
うちわけ

訳は、社
しゃ

会
かい

保
ほ

険
けん

料
りょう

と税
ぜい

である。

3 -
037 

「人
じん

口
こう

推
すいけい

計」によれば、2011 年
ねん

（平
へいせい

成 23 年
ねん

）以
い

降
こう

、総
そう

人
じん

口
こう

は減
げん

少
しょう

し続
つづ

けている。

3 -
038 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

法
ほう

第
だい

1 条
じょう

は高
こうれい

齢社
しゃ

会
かい

対
たいさく

策の基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

や基
き

本
ほん

となる事
じ

項
こう

を
規
き

定
てい

している。

3 -
039 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

法
ほう

に契
けいやく

約制
せい

度
ど

が導
どう

入
にゅう

されたことにより、民
みんかん

間営
えい

利
り

企
き

業
ぎょう

が
サービス事

じ

業
ぎょう

者
しゃ

として参
さん

入
にゅう

できるようになった。

3 -
040 

2018 年
ねん

度
ど

（平
へいせい

成 30 年
ねん

度
ど

）に創
そう

設
せつ

された共
きょう

生
せい

型
がた

サービスの対
たい

象
しょう

と
なるサービスに、通

つうしょ

所介
かい

護
ご

（デイサービス）は含
ふく

まれる。

3 -
041 

2018 年
ねん

度
ど

（平
へいせい

成 30 年
ねん

度
ど

）に創
そう

設
せつ

された共
きょう

生
せい

型
がた

サービスの対
たい

象
しょう

と
なるサービスに、通

つうしょ

所リハビリテーションは含
ふく

まれる。



Q 017

3 -
042 

2018 年
ねん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

）の介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

改
かい

正
せい

に伴
ともな

い、介
かい

護
ご

医
い

療
りょう

院
いん

が
創
そう

設
せつ

された。

3 -
043 

2018 年
ねん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

）の介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

改
かい

正
せい

に伴
ともな

い、定
てい

期
き

巡
じゅん

回
かい

・随
ずい

時
じ

対
たいおうがた

応型訪
ほうもん

問介
かい

護
ご

看
かん

護
ご

が創
そう

設
せつ

された。

3 -
044 

2015 年
ねん

（平
へいせい

成 27 年
ねん

）の介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

改
かい

正
せい

に伴
ともな

い、在
ざいたく

宅医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

連
れんけい

携推
すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

の地
ち

域
いき

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

への位
い ち

置づけが示
しめ

された。

3 -
045 

2018 年
ねん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

）の介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

改
かい

正
せい

に伴
ともな

い、地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センターに認
にん

知
ち

症
しょう

連
れんけい

携担
たんとうしゃ

当者が配
はい

置
ち

された。

3 -
046 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の第
だいいち

一号
ごう

被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

は、65 歳
さい

以
い

上
じょう

の者
もの

である。

3 -
047 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の第
だいいち

一号
ごう

被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

の保
ほ

険
けん

料
りょう

は、都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

が徴
ちょうしゅう

収する。

Q 018

3 -
048 

地
ち

域
いき

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

は、「介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

・日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

」「包
ほう

括
かつ

的
てき

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

」「任
にん

意
い

事
じ

業
ぎょう

」の 3事
じ

業
ぎょう

に分
わ

けられるが、家
か

族
ぞく

介
かい

護
ご

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

は、
介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

・日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

に含
ふく

まれる。

3 -
049 

予
よ

防
ぼう

給
きゅう

付
ふ

は、介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

・日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

に含
ふく

まれる。

3 -
050 

地
ち

域
いき

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

のうち権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

事
じ

業
ぎょう

は、介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

・日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

に含
ふく

まれる。

3 -
051 

第
だいいち

一号
ごう

訪
ほうもん

問事
じ

業
ぎょう

（訪
ほうもん

問型
がた

サービス）は、介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

・日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

に含
ふく

まれる。

3 -
052 

2018 年
ねん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

）の介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

改
かい

正
せい

に伴
ともな

い、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の利
り

用
よう

者
しゃ

の補
ほ

足
そく

給
きゅう

付
ふ

の支
し

給
きゅう

要
ようけん

件に資
し

産
さん

要
ようけん

件が加
くわ

わった。

3 -
053 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

における居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

サービス計
けい

画
かく

費
ひ

の自
じ

己
こ

負
ふ

担
たん

はない。



Q 019

3 -
054 

2018 年
ねん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

）の介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

改
かい

正
せい

に伴
ともな

い、一
いってい

定以
い

上
じょう

の所
しょ

得
とく

のある利
り

用
よう

者
しゃ

に対
たい

して 3割
わり

負
ふ

担
たん

が導
どう

入
にゅう

された。

3 -
055 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

のサービス事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の対
たいおう

応に不
ふ

満
まん

がある場
ば

合
あい

、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

審
しん

査
さ

会
かい

に申
もう

し出
で

る。

3 -
056 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

における地
ち

域
いき

ケア会
かい

議
ぎ

は、個
こ

別
べつ

ケースの課
か

題
だい

分
ぶんせき

析等
とう

を
行
おこな

うことによる地
ち

域
いき

課
か

題
だい

の把
は

握
あく

を目
もくてき

的としている。

3 -
057 

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

に関
かん

して厚
こうせい

生労
ろうどう

働大
だいじん

臣は、基
き

本
ほん

的
てき

な指
し

針
しん

を定
さだ

めなけれ
ばならない。

3 -
058 

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

に関
かん

して市
し

町
ちょう

村
そん

による策
さくてい

定は、努
ど

力
りょく

義
ぎ む

務である。

3 -
059 

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

と障
しょう

害
がい

児
じ

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

は、計
けい

画
かく

期
き

間
かん

が同
おな

じである。

Q 020

3 -
060 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

計
けい

画
かく

において文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

活
かつどう

動・スポーツの振
しんこう

興についての
目
もく

標
ひょう

設
せってい

定をしなければならない。

3 -
061 

「障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

（障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

の解
かい

消
しょう

の推
すいしん

進に関
かん

する
法
ほう

律
りつ

）」には「不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
と

り扱
あつか

いの禁
きん

止
し

」と「合
ごう

理
り

的
てき

配
はいりょ

慮の提
てい

供
きょう

」が規
き

定
てい

されている。

3 -
062 

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービス（居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

）を利
り

用
よう

するには、居
きょ

住
じゅう

する市
し

町
ちょう

村
そん

の
相
そう

談
だん

窓
まどぐち

口に支
し

給
きゅう

申
しんせい

請をする。

3 -
063 

2012 年
ねん

（平
へいせい

成 24 年
ねん

）の「障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総
そう

合
ごう

的
てき

に支
し

援
えん

するための法
ほう

律
りつ

）」の改
かい

正
せい

により、放
ほう

課
か

後
ご

や休
きゅう

日
じつ

に児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

の活
かつどう

動を支
し

援
えん

する放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービスが
創
そう

設
せつ

された。

3 -
064 

2016 年
ねん

（平
へいせい

成 28 年
ねん

）の「障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総
そう

合
ごう

的
てき

に支
し

援
えん

するための法
ほう

律
りつ

）」の改
かい

正
せい

により、
一
ひ と り

人暮
ぐ

らしを希
き

望
ぼう

する障
しょう

害
がい

者
しゃ

に対
たい

して、地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

を支
し

援
えん

する自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

援
えん

助
じょ

が創
そう

設
せつ

された。

3 -
065 

2016 年
ねん

（平
へいせい

成 28 年
ねん

）の「障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総
そう

合
ごう

的
てき

に支
し

援
えん

するための法
ほう

律
りつ

）」の改
かい

正
せい

により、就
しゅう

労
ろう

定
てい

着
ちゃく

支
し

援
えん

が創
そう

設
せつ

された。



Q 021

3 -
066 

重
じゅう

度
ど

訪
ほうもん

問介
かい

護
ご

は、障
しょう

害
がい

支
し

援
えん

区
く

分
ぶん

4 以
い

上
じょう

の利
り

用
よう

者
しゃ

でなければ利
り

用
よう

で
きない。

3 -
067 

行
こう

動
どう

援
えん

護
ご

は、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

のための外
がい

出
しゅつ

支
し

援
えん

サービスである。

3 -
068 

2012 年
ねん

（平
へいせい

成 24 年
ねん

）の「児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

法
ほう

」の改
かい

正
せい

により、医
い

療
りょう

的
てき

ケ
アを必

ひつよう

要とする障
しょう

害
がい

児
じ

への支
し

援
えん

として、医
い

療
りょう

型
がた

障
しょう

害
がい

児
じ

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

が創
そう

設
せつ

された。

3 -
069 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

を支
し

援
えん

する専
せん

門
もん

職
しょく

として精
せいしん

神保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

士
し

は、心
しん

理
り

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

して精
せいしんめん

神面の判
はんてい

定を行
おこな

う。

3 -
070 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

を支
し

援
えん

する専
せん

門
もん

職
しょく

として作
さ

業
ぎょう

療
りょう

法
ほう

士
し

は、手
しゅげい

芸や工
こうさく

作の作
さ

業
ぎょう

、
家
か

事
じ

の訓
くん

練
れん

を行
おこな

う。

3 -
071 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

を支
し

援
えん

する専
せん

門
もん

職
しょく

として言
げん

語
ご

聴
ちょう

覚
かく

士
し

は、聴
ちょう

覚
かく

検
けん

査
さ

や言
げん

語
ご

訓
くん

練
れん

、嚥
えん

下
げ

訓
くん

練
れん

を行
おこな

う。

Q 022

3 -
072 

「障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総
そう

合
ごう

的
てき

に支
し

援
えん

するための法
ほう

律
りつ

）」における補
ほ

装
そう

具
ぐ

には、車
くるま

いすが含
ふく

まれる。

3 -
073 

「障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総
そう

合
ごう

的
てき

に支
し

援
えん

するための法
ほう

律
りつ

）」における補
ほ

装
そう

具
ぐ

には、手
て

すりが含
ふく

まれる。

3 -
074 

「障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総
そう

合
ごう

的
てき

に支
し

援
えん

するための法
ほう

律
りつ

）」により、地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だんたい

体が設
せっ

置
ち

する協
きょう

議
ぎ

会
かい

の機
き

能
のう

として障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

の策
さくてい

定が規
き

定
てい

されている。

3 -
075 

「障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総
そう

合
ごう

的
てき

に支
し

援
えん

するための法
ほう

律
りつ

）」により、市
し

町
ちょう

村
そん

の役
やくわり

割として自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

給
きゅう

付
ふ

と
地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

の実
じっ

施
し

が規
き

定
てい

されている。

3 -
076 

「2018 年
ねん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

）の全
ぜんこく

国統
とうけい

計」によれば、成
せいねん

年後
こうけん

見制
せい

度
ど

の
補
ほ

助
じょ

、保
ほ さ

佐、後
こうけん

見のうち、最
もっと

も多
おお

い申
もうし

立
た

ては後
こうけん

見である。

3 -
077 

「2018 年
ねん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

）の全
ぜんこく

国統
とうけい

計」によれば、親
しんぞく

族以
い

外
がい

の後
こう

見
けん

人
にん

が約
やく

8 割
わり

を占
し

めている。



Q 023

3 -
078 

2015 年
ねん

（平
へいせい

成 27 年
ねん

）の「個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

保
ほ

護
ご

法
ほう

（個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

の保
ほ ご

護に関
かん

する法
ほう

律
りつ

）」の改
かい

正
せい

では、不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

や偏
へんけん

見が生
しょう

じないように要
よう

配
はい

慮
りょ

個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

が規
き

定
てい

され、ここには心
しんしん

身の障
しょう

害
がい

が含
ふく

まれている。

3 -
079 

任
にん

意
い

後
こうけん

見制
せい

度
ど

では、候
こう

補
ほ

者
しゃ

のなかから家
か

庭
てい

裁
さいばん

判所
しょ

が成
せいねん

年後
こう

見
けん

人
にん

を選
せん

任
にん

する。

3 -
080 

虐
ぎゃく

待
たい

を受
う

けたと思
おも

われる障
しょう

害
がい

者
しゃ

を発
はっけん

見した場
ば

合
あい

は、速
すみ

やかに市
し

町
ちょう

村
そん

または都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

に通
つうほう

報しなければならない。

3 -
081 

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほうじん

人は収
しゅう

益
えき

事
じ

業
ぎょう

を実
じっ

施
し

することができる。

3 -
082 

「消
しょう

費
ひ

者
しゃ

契
けいやくほう

約法」では契
けいやく

約した事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が不
ふ

当
とう

な勧
かんゆう

誘をした場
ば

合
あい

、消
しょう

費
ひ

者
しゃ

は一
いち

度
ど

結
むす

んだ契
けいやく

約でも 5年
ねん

以
い

内
ない

なら取
と

り消
け

すことができる。

3 -
083 

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほうじん

人は、評
ひょう

議
ぎ

員
いん

会
かい

の設
せっ

置
ち

が任
にん

意
い

である。

Q 024

3 -
084 

特
とくてい

定健
けんこう

康診
しん

査
さ

には、生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

病
びょう

の検
けん

査
さ

が含
ふく

まれる。

3 -
085 

特
とくてい

定健
けんこう

康診
しん

査
さ

には、がん検
けんしん

診が含
ふく

まれる。

3 -
086 

特
とくてい

定健
けんこう

康診
しん

査
さ

の対
たい

象
しょう

は 75 歳
さい

以
い

上
じょう

の者
もの

である。

3 -
087 

サービス付
つ

き高
こう

齢
れい

者
しゃ

向
む

け住
じゅう

宅
たく

では、各
かく

居
きょ

住
じゅう

部
ぶ

分
ぶん

に台
だい

所
どころ

、水
すいせん

洗便
べんじょ

所、
収
しゅう

納
のう

設
せつ

備
び

、洗
せんめん

面設
せつ

備
び

及
およ

び浴
よくしつ

室の設
せっ

置
ち

が義
ぎ む

務づけられている。

3 -
088 

サービス付
つ

き高
こう

齢
れい

者
しゃ

向
む

け住
じゅう

宅
たく

では、食
しょく

事
じ

の提
てい

供
きょう

が義
ぎ む

務づけられてい
る。

3 -
089 

サービス付
つ

き高
こう

齢
れい

者
しゃ

向
む

け住
じゅう

宅
たく

では、入
にゅう

居
きょ

者
しゃ

は必
ひつよう

要に応
おう

じて、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

サービスの利
り

用
よう

ができる。



Q 025

3 -
090 

生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

者
しゃ

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

法
ほう

は、生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

者
しゃ

に対
たい

する自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

策
さく

を強
きょう

化
か

し
て、その自

じ

立
りつ

促
そくしん

進を図
はか

ることを目
もくてき

的としている。

3 -
091 

生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

法
ほう

における補
ほ

足
そく

性
せい

の原
げん

理
り

とは、資
し

産
さん

・能
のう

力
りょく

等
とう

を活
かつよう

用したう
えで保

ほ ご

護を行
おこな

うことをいう。

3 -
092 

生
せい

活
かつ

保
ほ ご

護は、世
せ

帯
たい

を単
たん

位
い

として実
じっ

施
し

される。

3 -
093 

年
ねんきん

金や稼
か

働
どう

収
しゅうにゅう

入のある高
こう

齢
れい

者
しゃ

は、すべて生
せい

活
かつ

保
ほ ご

護の対
たい

象
しょう

にならない。

3 -
094 

生
せい

活
かつ

保
ほ ご

護制
せい

度
ど

における住
じゅう

宅
たく

扶
ふ

助
じょ

は、金
きんせん

銭給
きゅう

付
ふ

として家
や

賃
ちん

や住
じゅう

宅
たく

の修
しゅう

理
り

・維
い

持
じ

に必
ひつよう

要な費
ひ

用
よう

も対
たい

象
しょう

としている。



介
か い

護
ご

の基
き

本
ほ ん

Q 027

題
だい

問
もん

4 -
001

経
けいざい

済連
れんけい

携協
きょう

定
てい

（Economic Partnership Agreement）に基
もと

づく介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

候
こう

補
ほ

者
しゃ

等
とう

の受
う

け入
い

れは、2008 年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

20 年
ねん

度
ど

）から
始
はじ

まった。

4 -
002

経
けいざい

済連
れんけい

携協
きょう

定
てい

（Economic Partnership Agreement）に基
もと

づく介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

候
こう

補
ほ

者
しゃ

等
とう

の受
う

け入
い

れ施
し

設
せつ

の要
ようけん

件は、常
じょう

勤
きん

介
かい

護
ご

職
しょく

員
いん

の 4 割
わり

以
い

上
じょう

が介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

であることである。

4 -
003

経
けいざい

済連
れんけい

携協
きょう

定
てい

（Economic Partnership Agreement）に基
もと

づく介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

候
こう

補
ほ

者
しゃ

は、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

として介
かい

護
ご

業
ぎょう

務
む

に従
じゅう

事
じ

する限
かぎ

り、日
に

本
ほん

に在
ざい

留
りゅう

できる。

4 -
004

社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

士
し

及
およ

び介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

法
ほう

第
だい

44 条
じょう

の 2 では、「誠
せいじつ

実義
ぎ む

務」が規
き

定
てい

されている。

4 -
005

社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

士
し

及
およ

び介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

法
ほう

第
だい

45 条
じょう

では、「信
しんよう

用失
しっつい

墜行
こう

為
い

の禁
きん

止
し

」
が規

き

定
てい

されている。



Q 028

4 -
006 

社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

士
し

及
およ

び介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

法
ほう

第
だい

47 条
じょう

の 2 では、「資
し

質
しつ

向
こう

上
じょう

の責
せき

務
む

」
が規

き

定
てい

されている。

4 -
007 

介
かい

護
ご

に従
じゅう

事
じ

している者
もの

は、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

を名
な の

乗ることができる。

4 -
008 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

の業
ぎょう

として、介
かい

護
ご

者
しゃ

に対
たい

する介
かい

護
ご

に関
かん

する指
し

導
どう

が含
ふく

まれ
る。

4 -
009 

禁
きん

錮
こ

以
い

上
じょう

の刑
けい

に処
しょ

せられ、その執
しっこう

行を終
お

わり、または執
しっこう

行を受
う

ける
ことがなくなった日

ひ

から起
き

算
さん

して 2 年
ねん

を経
けい

過
か

しない者
もの

は介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

となることができない。

4 -
010 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

の登
とうろく

録を取
と

り消
け

され、その取
とり

消
け

しの日
ひ

から起
き

算
さん

して
2年
ねん

を経
けい

過
か

しない者
もの

は介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

となることができない。

4 -
011 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

は秘
ひ

密
みつ

保
ほ じ

持義
ぎ む

務に違
い

反
はん

をした場
ば

合
あい

、罰
ばっそく

則により 1年
ねん

以
い

下
か

の懲
ちょう

役
えき

または 30 万
まん

円
えん

以
い

下
か

の罰
ばっきん

金に処
しょ

せられる。

Q 029

4 -
012 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

試
し

験
けん

に合
ごうかく

格した日
ひ

から、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

を名
な の

乗ることができ
る。

4 -
013 

利
り

用
よう

者
しゃ

の生
せいかつ

活の質
しつ

（QOL）を高
たか

めるための介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の在
あ

り方
かた

と
して、どの利

り

用
よう

者
しゃ

に対
たい

しても同
おな

じ方
ほうほう

法で介
かい

護
ご

をする。

4 -
014 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、施
し

設
せつ

に入
にゅう

所
しょ

する利
り

用
よう

者
しゃ

の自
じ こ

己決
けってい

定を促
うなが

すはたらきか
けが重

じゅう

要
よう

である。

4 -
015 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う自
じ

立
りつ

に向
む

けた支
し

援
えん

とは、他
た

者
しゃ

の支
し

援
えん

を受
う

けずに、
利
り

用
よう

者
しゃ

自
みずか

らの力
ちから

で生
せいかつ

活できる状
じょう

態
たい

にすることである。

4 -
016 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う自
じ

立
りつ

に向
む

けた支
し

援
えん

では、利
り

用
よう

者
しゃ

が介
かい

護
ご

を受
う

けてい
ることを理

り

由
ゆう

に社
しゃかい

会参
さん

加
か

の機
き

会
かい

が失
うしな

われることがないよう支
し

援
えん

する
ことである。

4 -
017 

ICF（International Classification of Functioning, Disability 
and Health：国

こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

）の構
こうせい

成要
よう

素
そ

として、利
り

用
よう

者
しゃ

の
疾
しっぺい

病は「健
けんこう

康状
じょう

態
たい

」にあたる。



Q 030

4 -
018 

ICF（International Classification of Functioning, Disability 
and Health：国

こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

）の構
こうせい

成要
よう

素
そ

として、利
り

用
よう

者
しゃ

がレ
クリエーションで歌

うた

の伴
ばんそう

奏をすることは、「参
さん

加
か

」にあたる。

4 -
019 

ICF（International Classification of Functioning, Disability 
and Health：国

こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

）の構
こうせい

成要
よう

素
そ

として、利
り

用
よう

者
しゃ

の過
か

去
こ

の職
しょくぎょう

業は「個
こ

人
じん

因
いん

子
し

」にあたる。

4 -
020 

ICF（International Classification of Functioning, Disability 
and Health：国

こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

）の構
こうせい

成要
よう

素
そ

の組
く

み合
あ

わせとして、
「車

くるま

いすを使
し

用
よう

して、美
び

術
じゅつ

館
かん

に行
い

く」ことは、環
かん

境
きょう

因
いん

子
し

と心
しん

身
しん

機
き

能
のう

の関
かんれん

連を表
あらわ

している。

4 -
021 

ICF（International Classification of Functioning, Disability 
and Health：国

こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

）の構
こうせい

成要
よう

素
そ

の組
く

み合
あ

わせとして、
「ストレスが溜

た

まると、活
かつ

力
りょく

が低
てい

下
か

する」ことは、環
かん

境
きょう

因
いん

子
し

と心
しん

身
しん

機
き

能
のう

の関
かんれん

連を表
あらわ

している。

4 -
022 

ICF（International Classification of Functioning, Disability 
and Health：国

こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

）の構
こうせい

成要
よう

素
そ

の組
く

み合
あ

わせとして、
「床

ゆかめん

面の性
せい

状
じょう

が柔
やわ

らかいと、バランスを崩
くず

す」ことは、環
かん

境
きょう

因
いん

子
し

と
心
しん

身
しん

機
き

能
のう

の関
かんれん

連を表
あらわ

している。

4 -
023 

「平
へい

成
せい

30 年
ねんばん

版高
こうれい

齢社
しゃかい

会白
はくしょ

書」（内
ないかく

閣府
ふ

）で示
しめ

された、65 歳
さい

以
い

上
じょう

の
者
もの

の家
か

庭
てい

内
ない

事
じ こ

故の発
はっせい

生割
わりあい

合が最
もっと

も高
たか

い場
ば

所
しょ

（屋
おくない

内）は居
きょしつ

室である。

Q 031

4 -
024 

認
にん

知
ち

症
しょう

対
たい

応
おう

型
がた

共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

（認
にん

知
ち

症
しょう

高
こう

齢
れい

者
しゃ

グループホーム）では、
利
り

用
よう

者
しゃ

それぞれの要
よう

求
きゅう

には応
こた

えられないので、同
おな

じ日
にっ

課
か

で過
す

ごして
もらう。

4 -
025 

認
にん

知
ち

症
しょう

対
たい

応
おう

型
がた

共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

（認
にん

知
ち

症
しょう

高
こう

齢
れい

者
しゃ

グループホーム）では、
利
り

用
よう

者
しゃ

の情
じょう

報
ほう

収
しゅうしゅう

集を行
おこな

う際
さい

に、現
げんざい

在よりも過
か こ

去の身
しんたいてき

体的・精
せいしんてき

神的状
じょう

態
たい

の把
は

握
あく

が優
ゆうせん

先される。

4 -
026 

認
にん

知
ち

症
しょう

対
たい

応
おう

型
がた

共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

（認
にん

知
ち

症
しょう

高
こう

齢
れい

者
しゃ

グループホーム）では、
入
にゅう

居
きょ

後
ご

も、利
り

用
よう

者
しゃ

のなじみのある人
ひと

や店
みせ

との関
かんけい

係を継
けいぞく

続していくた
めに必

ひつよう

要な支
し

援
えん

を行
おこな

うことが適
てきせつ

切である。

4 -
027 

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

のサービス提
てい

供
きょう

責
せきにんしゃ

任者は、具
ぐ

体
たい

的
てき

な援
えんじょ

助目
もく

標
ひょう

および
援
えんじょ

助内
ないよう

容を記
き

載
さい

した訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

を作
さくせい

成する。

4 -
028 

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

のサービス提
てい

供
きょう

責
せきにんしゃ

任者は、判
はんだん

断能
のう

力
りょく

が十
じゅう

分
ぶん

でない人
ひと

に対
たい

して、日
にち

常
じょう

的
てき

な金
きんせん

銭管
かん

理
り

を行
おこな

う。

4 -
029 

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

のサービス提
てい

供
きょう

責
せきにんしゃ

任者は、居
きょたく

宅サービス事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

を招
しょう

集
しゅう

して、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

に規
き

定
てい

されるサービス担
たんとうしゃ

当者会
かい

議
ぎ

を主
しゅさい

催する。



Q 032

4 -
030 

定
てい

期
き

巡
じゅん

回
かい

・随
ずい

時
じ

対
たい

応
おう

型
がた

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

看
かん

護
ご

サービスのオペレーターは、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

が担
にな

うことができる。

4 -
031 

定
てい

期
き

巡
じゅん

回
かい

・随
ずい

時
じ

対
たい

応
おう

型
がた

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

看
かん

護
ご

サービスは、利
り

用
よう

者
しゃ

の状
じょう

態
たい

の変
へん

化
か

に応
おう

じて、随
ずい

時
じ

訪
ほうもん

問サービスを利
り

用
よう

することができる。

4 -
032 

定
てい

期
き

巡
じゅん

回
かい

・随
ずい

時
じ

対
たい

応
おう

型
がた

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

看
かん

護
ご

は、要
よう

支
し

援
えん

者
しゃ

、要
よう

介
かい

護
ご

者
しゃ

のどち
らも利

り

用
よう

できる。

4 -
033 

小
しょう

規
き

模
ぼ

多
た

機
き

能
のう

型
がた

居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

は、長
ちょう

期
き

間
かん

の宿
しゅく

泊
はく

を目
もくてき

的としている。

4 -
034 

小
しょう

規
き

模
ぼ

多
た

機
き

能
のう

型
がた

居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

は、都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

域
いき

でのサービス提
てい

供
きょう

を行
おこな

う。

4 -
035 

看
かん

護
ご

小
しょう

規
き

模
ぼ

多
た

機
き

能
のう

型
がた

居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

は、看
かん

護
ご

と介
かい

護
ご

を一
いったいてき

体的に提
てい

供
きょう

する。

Q 033

4 -
036 

短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

生
せいかつ

活介
かい

護
ご

の利
り

用
よう

者
しゃ

は、介
かい

護
ご

老
ろうじん

人福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

への入
にゅう

所
しょ

の申
もう

し込
こ

みをした者
もの

に限
かぎ

られる。

4 -
037 

介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

・日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

総
そうごう

合事
じ

業
ぎょう

の介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

・生
せいかつ

活支
し

援
えん

サービス事
じ

業
ぎょう

の訪
ほうもん

問型
がた

サービスは、要
よう

支
し

援
えん

者
しゃ

および基
き

本
ほん

チェックリスト該
がいとうしゃ

当者
に対

たい

し、掃
そう

除
じ

、洗
せんたく

濯等
とう

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

上
じょう

の支
し

援
えん

を提
てい

供
きょう

するサービスであ
る。

4 -
038 

通
つうしょ

所介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

には、非
ひ

常
じょう

災
さい

害
がい

対
たい

策
さく

計
けい

画
かく

の作
さくせい

成が定
さだ

められている。

4 -
039 

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、正
せいとう

当な理
り

由
ゆう

なくサービスの提
てい

供
きょう

を拒
こば

んではなら
ない。

4 -
040 

介
かい

護
ご

老
ろうじん

人福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

は、入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

の外
がい

出
しゅつ

の機
き

会
かい

を確
かく

保
ほ

するよう努
つと

めなけ
ればならない。

4 -
041 

介
かい

護
ご

実
じっせん

践における多
た

職
しょく

種
しゅ

連
れんけい

携では、医
い し

師が中
ちゅう

心
しん

となる。



Q 034

4 -
042 

介
かい

護
ご

実
じっせん

践における多
た

職
しょく

種
しゅ

連
れんけい

携では、民
みんせい

生委
い

員
いん

やボランティアも、多
た

職
しょく

種
しゅ

連
れんけい

携チームの一
いちいん

員である。

4 -
043 

介
かい

護
ご

実
じっせん

践における医
い

療
りょう

と介
かい

護
ご

の連
れんけい

携とは、利
り

用
よう

者
しゃ

の体
たい

調
ちょう

不
ふ

良
りょう

時
じ

に医
い

療
りょう

機
き

関
かん

を受
じゅしん

診させることをいう。

4 -
044 

介
かい

護
ご

実
じっせん

践における多
た

職
しょく

種
しゅ

連
れんけい

携では、利
り

用
よう

者
しゃ

のケアの方
ほうこうせい

向性に関
かん

する
情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

して、課
か

題
だい

の解
かいけつ

決に取
と

り組
く

む。

4 -
045 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の職
しょく

務
む

上
じょう

の倫
りん

理
り

として、介
かい

護
ご

の技
ぎ

術
じゅつ

が伴
ともな

わなくても、利
り

用
よう

者
しゃ

の要
ようぼう

望を最
さい

優
ゆうせん

先に実
じっ

施
し

することは適
てきせつ

切である。

4 -
046 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の職
しょく

務
む

上
じょう

の倫
りん

理
り

として、利
り

用
よう

者
しゃ

が求
もと

めた医
い

行
こう

為
い

を実
じっ

施
し

す
ることができる。

4 -
047 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の職
しょく

務
む

上
じょう

の倫
りん

理
り

として、利
り

用
よう

者
しゃ

のプライバシーに関
かん

する
情
じょう

報
ほう

を取
と

り扱
あつか

う際
さい

は、利
り

用
よう

者
しゃ

本
ほんにん

人や家
か

族
ぞく

に説
せつめい

明して同
どう

意
い

を得
え

る必
ひつよう

要
がある。

Q 035

4 -
048 

暴
ぼう

力
りょく

をふるう利
り

用
よう

者
しゃ

には自
じ

室
しつ

から出
で

られないようにする必
ひつよう

要があ
る。

4 -
049 

おむつ交
こうかん

換をスムーズに行
おこな

うために、利
り

用
よう

者
しゃ

の居
きょしつ

室（個
こ

室
しつ

）のドア
を開

あ

けておく。

4 -
050 

ベッドから転
てんらく

落した利
り

用
よう

者
しゃ

が「大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

」と言
い

ったが、医
い

療
りょう

関
かんけいしゃ

係者に
連
れん

絡
らく

し連
れんけい

携を行
おこな

った。

4 -
051 

利
り

用
よう

者
しゃ

から、入
にゅう

院
いん

しているほかの利
り

用
よう

者
しゃ

の病
びょうじょう

状を聞
き

かれたので話
はな

し
た。

4 -
052 

利
り

用
よう

者
しゃ

が車
くるま

いすから立
た

ち上
あ

がると危
き

険
けん

なため、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の判
はんだん

断で、
腰
こし

ベルトをつけた。

4 -
053 

意
い

識
しき

消
しょう

失
しつ

とけいれん発
ほっ

作
さ

を起
お

こした利
り

用
よう

者
しゃ

の個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

を救
きゅうきゅう

急隊
たいいん

員に
提
てい

供
きょう

する場
ば

合
あい

は、利
り

用
よう

者
しゃ

本
ほんにん

人や家
か

族
ぞく

への説
せつめい

明と同
どう

意
い

がなくとも提
てい

供
きょう

することができる。



Q 036

4 -
054 

指
し

定
てい

介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が、サービス担
たんとうしゃ

当者会
かい

議
ぎ

に利
り

用
よう

者
しゃ

の個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

する場
ば

合
あい

はあらかじめ利
り

用
よう

者
しゃ

本
ほんにん

人や家
か

族
ぞく

の同
どう

意
い

が必
ひつよう

要である。

4 -
055 

施
し

設
せつ

の広
こうほう

報等
とう

に利
り

用
よう

者
しゃ

の顔
かお

写
じゃしん

真を使
し

用
よう

する場
ば

合
あい

は、利
り

用
よう

者
しゃ

本
ほんにん

人や家
か

族
ぞく

への説
せつ

明
めい

と同
どう

意
い

が必
ひつよう

要である。

4 -
056 

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

を転
てんきょ

居する場
ば

合
あい

、転
てん

居
きょ

先
さき

の施
し

設
せつ

の求
もと

めに応
おう

じて、利
り

用
よう

者
しゃ

の
個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

する場
ば

合
あい

でも、現
げんざい

在入
にゅう

所
しょ

している施
し

設
せつ

は、利
り

用
よう

者
しゃ

本
ほんにん

人や家
か

族
ぞく

への説
せつめい

明と同
どう

意
い

が必
ひつよう

要である。

4 -
057 

介
かい

護
ご

老
ろうじん

人福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

における防
ぼうさい

災対
たいさく

策では、消
しょう

防
ぼう

法
ほう

において、年
ねん

1 回
かい

以
い

上
じょう

の消
しょう

火
か

・避
ひ

難
なん

訓
くんれん

練が義
ぎ む

務づけられている。

4 -
058 

災
さいがい

害対
たいさく

策基
き

本
ほん

法
ほう

に基
もと

づき、避
ひ

難
なん

行
こうどう

動要
よう

支
し

援
えん

者
しゃ

名
めい

簿
ぼ

の作
さくせい

成は市
し

町
ちょう

村
そん

長
ちょう

に義
ぎ む

務づけられている。

4 -
059 

高
こうれいしゃ

齢者介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

で、MRSA（メチシリン耐
たいせい

性黄
おう

色
しょく

ブドウ球
きゅう

菌
きん

）の保
ほ

菌
きん

者
しゃ

が確
かくにん

認されたときは、入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

全
ぜんいん

員の保
ほ

菌
きん

の有
う む

無を調
しら

べる。

Q 037

4 -
060 

高
こうれいしゃ

齢者介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

で、MRSA（メチシリン耐
たいせい

性黄
おう

色
しょく

ブドウ球
きゅう

菌
きん

）の保
ほ

菌
きん

者
しゃ

が確
かくにん

認されたときは、保
ほ

菌
きん

者
しゃ

はレクリエーションへの参
さん

加
か

を制
せい

限
げん

する。

4 -
061 

介
かい

護
ご

老
ろうじん

人福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

は、感
かんせん

染対
たいさく

策のための委
い

員
いん

会
かい

を開
かいさい

催することが義
ぎ

務
む

づけられている。

4 -
062 

高
こうれいしゃ

齢者介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

の感
かんせん

染対
たいさく

策として、洗
せんめん

面所
じょ

のタオルは共
きょう

用
よう

にする。

4 -
063 

高
こうれいしゃ

齢者介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

の入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

の健
けんこう

康状
じょう

態
たい

の異
い

常
じょう

を発
はっけん

見したら、すぐに医
い

師
し

や看
かん

護
ご

師
し

に報
ほうこく

告する。

4 -
064 

おむつ交
こうかん

換は、使
つか

い捨
す

て手
て

袋
ぶくろ

を着
ちゃく

用
よう

して行
おこな

うことが基
き

本
ほん

である。

4 -
065 

燃
も

え尽
つ

き症
しょう

候
こう

群
ぐん

（バーンアウト（burnout））の特
とく

徴
ちょう

として、無
む

気
き

力
りょく

感
かん

、疲
ひ

労
ろう

感
かん

や無
む

感
かん

動
どう

がみられる。



Q 038

4 -
066 

「育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

法
ほう

（育
いく

児
じ

休
きゅうぎょう

業、介
かい

護
ご

休
きゅうぎょう

業等
とう

育
いく

児
じ

又
また

は家
か

族
ぞく

介
かい

護
ご

を行
おこな

う労
ろうどうしゃ

働者の福
ふく

祉
し

に関
かん

する法
ほうりつ

律）」に基
もと

づく育
いく

児
じ

休
きゅうぎょう

業期
き

間
かん

は、子
こ

が満
まん

3 歳
さい

になるまでである。

4 -
067 

「育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

法
ほう

（育
いく

児
じ

休
きゅうぎょう

業、介
かい

護
ご

休
きゅうぎょう

業等
とう

育
いく

児
じ

又
また

は家
か

族
ぞく

介
かい

護
ご

を行
おこな

う労
ろうどうしゃ

働者の福
ふく

祉
し

に関
かん

する法
ほうりつ

律）」に基
もと

づき要
よう

介
かい

護
ご

状
じょう

態
たい

にある家
か

族
ぞく

の
通
つういん

院の付
つき

添
そ

いをするときは、介
かい

護
ご

休
きゅう

暇
か

を取
しゅ

得
とく

できる。

4 -
068 

「育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

休
きゅうぎょう

業法
ほう

（育
いく

児
じ

休
きゅうぎょう

業、介
かい

護
ご

休
きゅうぎょう

業等
とう

育
いく

児
じ

又
また

は家
か

族
ぞく

介
かい

護
ご

を行
おこな

う労
ろうどうしゃ

働者の福
ふく

祉
し

に関
かん

する法
ほうりつ

律）」に基
もと

づく介
かい

護
ご

休
きゅうぎょう

業とは、2週
しゅう

間
かん

以
い

上
じょう

要
よう

介
かい

護
ご

状
じょう

態
たい

が続
つづ

いている家
か

族
ぞく

を介
かい

護
ご

するためのものである。

4 -
069 

「ストレスチェック制
せい

度
ど

」を用
もち

いたストレスチェックは、労
ろうどうしゃ

働者数
すう

50 人
にん

以
い

上
じょう

の事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

に義
ぎ む

務づけられている。

4 -
070 

「ストレスチェック制
せい

度
ど

」を用
もち

いたストレスチェックは、労
ろうどうしゃ

働者の
メンタルヘルス不

ふ

調
ちょう

の未
み

然
ぜん

防
ぼう

止
し

が主
おも

な目
もくてき

的である。

4 -
071 

「ストレスチェック制
せい

度
ど

」を用
もち

いたストレスチェックは、各
かく

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

で 1 年
ねん

に 1度
ど

実
じっ

施
し

することが規
き

定
てい

されている。



コミュニケーション技
ぎ

術
じゅ つ

Q 040

題
だい

問
もん

5 -
001

直
ちょく

面
めん

化
か

の技
ぎ

法
ほう

とは、利
り

用
よう

者
しゃ

の感
かん

情
じょう

と行
こうどう

動の矛
む

盾
じゅん

点
てん

を指
し

摘
てき

することで
ある。

5 -
002

言
い

い換
か

えの技
ぎ

法
ほう

とは、相
あい

手
て

が話
はな

した内
ないよう

容を、整
せい

理
り

して伝
つた

えることで
ある。

5 -
003

明
めい

確
かく

化
か

の技
ぎ

法
ほう

とは、相
あい

手
て

がまだ話
はな

していないこと、はっきりしてい
ないことや感

かん

情
じょう

を明
あき

らかにしていく技
ぎ

法
ほう

である。

5 -
004

閉
と

ざされた質
しつもん

問とは、「はい」や「いいえ」だけで答
こた

えられる質
しつもん

問
である。

5 -
005

意
い

欲
よく

が低
てい

下
か

した人
ひと

とのコミュニケーションの基
き

本
ほん

は、考
かんが

え方
かた

を変
か

え
るように促

うなが

すことである。



Q 041

5 -
006 

意
い

欲
よく

が低
てい

下
か

した人
ひと

とのコミュニケーションの基
き

本
ほん

は、意
い

欲
よく

低
てい

下
か

の背
はい

景
けい

を考
かんが

えることである。

5 -
007 

意
い

欲
よく

が低
てい

下
か

した人
ひと

とのコミュニケーションの基
き

本
ほん

において、自
じ こ

己
決
けってい

定してもらうことは避
さ

ける。

5 -
008 

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

とのコミュニケーションで、方
ほうこう

向を示
しめ

すときは「あ
ちら」「そちら」と表

ひょう

現
げん

する。

5 -
009 

傾
けい

聴
ちょう

とは、ただ話
はなし

を聞
き

くことである。

5 -
010 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う傾
けい

聴
ちょう

において、利
り

用
よう

者
しゃ

が話
はな

す内
ないよう

容を介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の
価
か

値
ち

観
かん

で判
はんだん

断する。

5 -
011 

共
きょう

感
かん

的
てき

な態
たい

度
ど

とは、相
あい

手
て

がもっている感
かん

情
じょう

を察
さっ

することをいう。

Q 042

5 -
012 

受
じゅよう

容とは、否
ひ

定
てい

的
てき

感
かん

情
じょう

を抑
よくあつ

圧することをいう。

5 -
013 

開
ひら

かれた質
しつもん

問をする目
もくてき

的には、初
しょたいめん

対面の利
り

用
よう

者
しゃ

と会
かい

話
わ

を始
はじ

めるとき
に緊

きん

張
ちょう

をほぐすきっかけをつくることがある。

5 -
014 

開
ひら

かれた質
しつもん

問をするときは、話
はな

す気
き

分
ぶん

になれず、口
くちかず

数が少
すく

ない利
り

用
よう

者
しゃ

とも会
かい

話
わ

を続
つづ

けることが大
たいせつ

切である。

5 -
015 

開
ひら

かれた質
しつもん

問は、漠
ばくぜん

然としていて伝
つた

わらない利
り

用
よう

者
しゃ

の考
かんが

えを明
めいかく

確に
することができる。

5 -
016 

閉
と

ざされた質
しつもん

問は、重
じゅう

度
ど

の認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）でコミュニケーショ
ン能

のう

力
りょく

が低
てい

下
か

している利
り

用
よう

者
しゃ

には負
ふ

担
たん

をかける。

5 -
017 

閉
と

ざされた質
しつもん

問はあまり話
はなし

をしなくてよいので、できるだけ活
かつよう

用す
る。



Q 043

5 -
018 

構
こう

音
おん

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

と話
はなし

をするときは、はっきりと発
はつおん

音するように促
うなが

す。

5 -
019 

感
かんかく

覚性
せい

失
しつ

語
ご

症
しょう

のある人
ひと

は、文
ぶんぽう

法の誤
あやま

りや意
い み

味のない言
こと

葉
ば

、自
じ

分
ぶん

で新
あたら

しい言
こと

葉
ば

をつくることが多
おお

い。

5 -
020 

運
うんどうせい

動性失
しつ

語
ご

症
しょう

のある人
ひと

と話
はなし

をするときは、絵
え

や写
しゃしん

真を活
かつよう

用したり、
閉
と

ざされた質
しつもん

問で質
しつもん

問する。

5 -
021 

聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

と話
はなし

をするときは、点
てん

字
じ

を用
もち

いる。

5 -
022 

老
ろうじんせい

人性難
なん

聴
ちょう

のある人
ひと

とのコミュニケーションでは、補
ほ

聴
ちょう

器
き

が有
ゆうこう

効で
ある。

5 -
023 

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

とのコミュニケーションでは、聴
ちょう

覚
かく

、触
しょっ

覚
かく

、嗅
きゅう

覚
かく

を活
かつよう

用する。

Q 044

5 -
024 

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

がある人
ひと

と話
はなし

をするときは、声
こえ

の強
きょうじゃく

弱などの準
じゅん

言
げん

語
ご

の活
かつよう

用
は控

ひか

える。

5 -
025 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う傾
けい

聴
ちょう

においては、会
かい

話
わ

の話
わ

題
だい

を介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の関
かんしん

心
で展

てんかい

開する。

5 -
026 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う傾
けい

聴
ちょう

は、利
り

用
よう

者
しゃ

が体
たいけん

験した客
きゃっ

観
かん

的
てき

事
じ

実
じつ

の把
は

握
あく

を
目
もくてき

的とする。

5 -
027 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う傾
けい

聴
ちょう

においては、利
り

用
よう

者
しゃ

が沈
ちんもく

黙する時
じ

間
かん

も大
たいせつ

切に
する。

5 -
028 

抑
よく

うつ状
じょう

態
たい

（depressive state）の利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応
として、時

とき

には沈
ちんもく

黙している時
じ

間
かん

を共
きょう

有
ゆう

する。

5 -
029 

抑
よく

うつ状
じょう

態
たい

（depressive state）の利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応
として、会

かい

話
わ

を促
うなが

す。



Q 045

5 -
030 

抑
よく

うつ状
じょう

態
たい

（depressive state）の利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応
として、気

き

晴
ば

らしに散
さん

歩
ぽ

に誘
さそ

う。

5 -
031 

抑
よく

うつ状
じょう

態
たい

（depressive state）の利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応
として、見

み

守
まも

っていることを伝
つた

える。

5 -
032 

叙
じょ

述
じゅつ

体
たい

とは、情
じょう

報
ほう

を項
こうもく

目別
べつ

に整
せい

理
り

するときに用
もち

いる文
ぶんたい

体である。

5 -
033 

要
ようやく

約体
たい

とは、問
もんだい

題のポイントを明
めいかく

確にするときに用
もち

いる文
ぶんたい

体である。

5 -
034 

説
せつめい

明体
たい

は、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の解
かい

釈
しゃく

を記
き

録
ろく

するときに用
もち

いる文
ぶんたい

体である。

5 -
035 

逐
ちく

語
ご

体
たい

は、利
り

用
よう

者
しゃ

と介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の話
はなし

の内
ないよう

容をそのまま記
き

録
ろく

するとき
に用

もち

いる文
ぶんたい

体である。

Q 046

5 -
036 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う報
ほうこく

告の留
りゅう

意
い

点
てん

は、起
お

こった出
で

来
き

事
ごと

の事
じ

実
じつ

の結
けつろん

論か
ら報

ほうこく

告する。

5 -
037 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う報
ほうこく

告の留
りゅう

意
い

点
てん

は、予
よ

定
てい

より時
じ

間
かん

がかかる業
ぎょう

務
む

で
あっても、完

かん

了
りょう

後
ご

に報
ほうこく

告する。

5 -
038 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う報
ほうこく

告の留
りゅう

意
い

点
てん

は、起
お

こった事
じ

実
じつ

を抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

な言
こと

葉
ば

で
報
ほうこく

告する。

5 -
039 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う報
ほうこく

告の留
りゅう

意
い

点
てん

は、指
し じ

示を受
う

けた業
ぎょう

務
む

の報
ほうこく

告は、指
し

示
じ

者
しゃ

に行
おこな

う。

5 -
040 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う報
ほうこく

告の留
りゅう

意
い

点
てん

は、自
じ

分
ぶん

の推
すいそく

測を、事
じ

実
じつ

であるとみ
なして伝

つた

えることである。

5 -
041 

介
かい

護
ご

業
ぎょう

務
む

の事
じ こ

故報
ほうこく

告に関
かん

する口
こうとう

頭での報
ほうこく

告は、結
けつろん

論を述
の

べてから
事
じ こ

故に至
いた

った経
けい

過
か

を説
せつめい

明する。



Q 047

5 -
042 

介
かい

護
ご

業
ぎょう

務
む

の事
じ こ

故報
ほうこくしょ

告書は、管
かん

理
り

者
しゃ

以
い

外
がい

も閲
えつらん

覧できるようにしておく。

5 -
043 

介
かい

護
ご

業
ぎょう

務
む

の事
じ こ

故報
ほうこく

告は、軽
けい

微
び

な事
じ こ

故の場
ば

合
あい

は、後
ご

日
じつ

報
ほうこく

告する。

5 -
044 

介
かい

護
ご

業
ぎょう

務
む

の事
じ こ

故報
ほうこく

告は、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

としての判
はんだん

断を除
じょがい

外して報
ほうこく

告す
る。

5 -
045 

介
かい

護
ご

業
ぎょう

務
む

の事
じ こ

故報
ほうこくしょ

告書に記
き

録
ろく

する内
ないよう

容は、口
こうとう

頭での報
ほうこく

告も必
ひつよう

要であ
る。

5 -
046 

会
かい

議
ぎ

の目
もくてき

的は情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

することである。

5 -
047 

会
かい

議
ぎ

に参
さん

加
か

するときは事
じ

前
ぜん

に資
し

料
りょう

に目
め

を通
とお

しておくことが望
のぞ

まし
い。

Q 048

5 -
048 

ケアカンファレンスは専
せんもん

門職
しょく

の意
い

見
けん

を中
ちゅう

心
しん

に、利
り

用
よう

者
しゃ

によりよいケ
アを提

てい

供
きょう

するために行
おこな

われる。

5 -
049 

スーパービジョンとはスーパーバイザーが、スーパーバイジーの専
せん

門
もん

職
しょく

としての能
のう

力
りょく

を高
たか

めるためにはたらきかけることである。

5 -
050 

ブレインストーミング（brainstorming）の原
げんそく

則の 1 つは、他
た

人
にん

の意
い

見
けん

を批
ひ

判
はん

することである。



生
せ い

活
か つ

支
し

援
え ん

技
ぎ

術
じゅ つ

Q 050

題
だい

問
もん

6 -
001

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

の対
たい

象
しょう

者
しゃ

は、意
い

思
し

表
ひょう

示
じ

できる利
り

用
よう

者
しゃ

に限
かぎ

られる。

6 -
002

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、その人
ひと

らしい生
せい

活
かつ

よりも、心
しんしん

身の安
あんせい

静を重
じゅう

視
し

した生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

を実
じっせん

践する。

6 -
003

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

は、その人
ひと

の成
せい

長
ちょう

、発
はったつ

達年
ねんれい

齢に焦
しょう

点
てん

をあてて実
じっせん

践を行
おこな

う。

6 -
004

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

の「健
けんこう

康状
じょう

態
たい

」や「心
しんしん

身機
き

能
のう

・身
しんたい

体構
こうぞう

造」な
どにも着

ちゃく

目
もく

し、利
り

用
よう

者
しゃ

の生
せい

活
かつ

ニーズを導
みちび

き出
だ

す。

6 -
005

要
よう

介
かい

護
ご

状
じょう

態
たい

になったとしても、利
り

用
よう

者
しゃ

自
じ

身
しん

の強
つよ

さや今
いま

まで生
せい

活
かつ

して
きた経

けいけん

験を発
はっ

揮
き

することができるよう支
し

援
えん

する。



Q 051

6 -
006 

長
ながねん

年住
す

み慣
な

れた場
ば

所
しょ

に住
す

み続
つづ

けることは、高
こう

齢
れい

者
しゃ

にとって重
じゅう

要
よう

な意
い

味
み

をもっている。

6 -
007 

日
に

本
ほん

の伝
でんとうてき

統的な住
す

まいの特
とく

徴
ちょう

は、ベッドやいす、テーブルなどの家
か

具
ぐ

を床
ゆか

に置
お

いて生
せい

活
かつ

する様
ようしき

式である。

6 -
008 

身
しんたい

体機
き

能
のう

が低
てい

下
か

した人
ひと

の場
ば

合
あい

は、布
ふ

団
とん

での就
しゅう

寝
しん

を基
き

本
ほん

とする。

6 -
009 

起
き

居
きょ

が容
よう

易
い

な洋
ようしき

式便
べん

器
き

は、膝
ひざ

への負
ふ

担
たん

を軽
かる

くするよう座
ざ

面
めん

を低
ひく

くす
る。

6 -
010 

和
わ

洋
よう

折
せっ

衷
ちゅう

タイプの浴
よくそう

槽は、浴
よくそう

槽内
ない

で安
あんてい

定した姿
し

勢
せい

で肩
かた

まで浸
つ

かるこ
とができる。

6 -
011 

屋
おくない

内での転
てんとう

倒を防
ふせ

ぐための安
あん

全
ぜん

対
たいさく

策としては、コード類
るい

は生
せい

活
かつ

動
どうせん

線
上
じょう

に這
は

わせて置
お

く。

Q 052

6 -
012 

布
ふ

団
とん

についた、ダニの死
し

骸
がい

や花
か

粉
ふん

などのアレルゲンを除
じょきょ

去する方
ほう

法
ほう

は、布
ふ

団
とん

を強
つよ

く叩
たた

く。

6 -
013 

一
いっ

戸
こ

建
だ

て住
じゅう

宅
たく

に暮
く

らす利
り

用
よう

者
しゃ

の地
じ

震
しん

対
たいさく

策に関
かん

する訪
ほうもん

問介
かい

護
ご

員
いん

（ホー
ムヘルパー）の助

じょげん

言として、家
か ぐ

具にはキャスターをつけるよう助
じょ

言
げん

する。

6 -
014 

一
いっ

戸
こ

建
だ

て住
じゅう

宅
たく

に暮
く

らす利
り

用
よう

者
しゃ

の地
じ

震
しん

対
たいさく

策に関
かん

する訪
ほうもん

問介
かい

護
ご

員
いん

（ホー
ムヘルパー）の助

じょげん

言として、外
そと

への避
ひ

難
なん

経
けい

路
ろ

は、玄
げんかん

関の 1 方
ほうこう

向と
するよう助

じょげん

言する。

6 -
015 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

の住
じゅう

宅
たく

改
かい

修
しゅう

を利
り

用
よう

しトイレを改
かい

修
しゅう

するときに、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が助
じょげん

言する内
ない

容
よう

として、開
ひらき

き戸
ど

は自
じ

動
どう

ドアに変
へんこう

更できることを助
じょげん

言
する。

6 -
016 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

の住
じゅう

宅
たく

改
かい

修
しゅう

を利
り

用
よう

してトイレを改
かい

修
しゅう

するときに、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が助
じょげん

言する内
ない

容
よう

として、滑
すべ

りにくい床
ゆかざい

材に変
へんこう

更できることを助
じょげん

言
する。

6 -
017 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

の住
じゅう

宅
たく

改
かい

修
しゅう

を利
り

用
よう

してトイレを改
かい

修
しゅう

するときに、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が助
じょげん

言する内
ない

容
よう

として、現
げんざい

在使
し

用
よう

している洋
ようしき

式便
べん

器
き

に、洗
せん

浄
じょう

機
き

能
のう

を付
ふ か

加できることを助
じょげん

言する。



Q 053

6 -
018 

ユニバーサルデザイン（universal design）の 7 原
げんそく

則の 1 つに、
「高

こう

齢
れい

者
しゃ

が優
ゆうせんてき

先的に利
り

用
よう

できる」がある。

6 -
019 

ユニバーサルデザイン（universal design）の 7 原
げんそく

則の 1 つに、
「情

じょう

報
ほう

伝
でんたつ

達の手
しゅだん

段は一
ひと

つにまとめる」がある。

6 -
020 

ユニバーサルデザイン（universal design）の 7 原
げんそく

則の 1 つに、
「誰

だれ

でも使
つか

える十
じゅう

分
ぶん

な大
おお

きさと広
ひろ

さ」がある。

6 -
021 

歩
ほ

行
こう

可
か

能
のう

な脊
せき

髄
ずい

小
しょう

脳
のう

変
へん

性
せい

症
しょう

（spinocerebellar degeneration）の
高
こう

齢
れい

者
しゃ

の転
てんとう

倒予
よ

防
ぼう

に留
りゅう

意
い

した環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

では、弾
だん

力
りょく

性
せい

が高
たか

い床
ゆかざい

材を使
し

用
よう

する。

6 -
022 

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

における居
きょしつ

室の環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

で留
りゅう

意
い

すべき点
てん

は、利
り

用
よう

者
しゃ

が使
つか

い
慣
な

れた家
か ぐ

具が置
お

けるように配
はいりょ

慮することである。

6 -
023 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

支
し

援
えん

施
し

設
せつ

は、入
にゅう

浴
よく

、排
はいせつ

泄、食
しょく

事
じ

等
とう

の介
かい

護
ご

等
とう

を提
てい

供
きょう

する。

Q 054

6 -
024 

施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

に伴
ともな

う、利
り

用
よう

者
しゃ

の心
しんしん

身の負
ふ

担
たん

軽
けいげん

減のための方
ほうさく

策として、施
し

設
せつ

の生
せい

活
かつ

時
じ

間
かん

に合
あ

わせてもらう。

6 -
025 

理
り

学
がく

療
りょう

法
ほう

士
し

は、身
しんたい

体に障
しょう

害
がい

がある利
り

用
よう

者
しゃ

の基
き

本
ほん

動
どう

作
さ

能
のう

力
りょく

などの評
ひょう

価
か

を行
おこな

う専
せん

門
もん

職
しょく

である。

6 -
026 

更
こう

衣
い

の介
かい

護
ご

では、手
しゅ

指
し

の細
こま

かな動
どう

作
さ

が難
むずか

しい利
り

用
よう

者
しゃ

には、マグネッ
ト式

しき

のボタンを勧
すす

める。

6 -
027 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の整
せいよう

容支
し

援
えん

の注
ちゅう

意
い

点
てん

として、目
め

やにを拭
ふ

き取
と

るときは、目
め

頭
がしら

から目
め

尻
じり

に向
む

かって拭
ふ

く。

6 -
028 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の整
せいよう

容支
し

援
えん

の注
ちゅう

意
い

点
てん

として、爪
つめ

を切
き

るときは、少
すこ

しずつ切
き

る。

6 -
029 

実
じっこう

行機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

のある利
り

用
よう

者
しゃ

への更
こう

衣
い

の介
かい

護
ご

では、必
ひつよう

要な衣
い

類
るい

をまと
めて渡

わた

す。



Q 055

6 -
030 

実
じっこう

行機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

のある利
り

用
よう

者
しゃ

への更
こう

衣
い

の介
かい

護
ご

では、隣
となり

で、洋
ようふく

服を着
き

る
動
どう

作
さ

を示
しめ

す。

6 -
031 

ベッドから車
くるま

いすへの移
い

乗
じょう

介
かい

護
ご

で、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が最
さいしょ

初に行
おこな

うことは、
移
い

乗
じょう

の目
もくてき

的を説
せつめい

明して同
どう

意
い

を得
え

ることである。

6 -
032 

両
りょう

下
か

肢
し

の筋
きん

力
りょく

低
てい

下
か

がある利
り

用
よう

者
しゃ

が、上
じょう

肢
し

を活
かつよう

用してベッドから車
くるま

い
すへ一

いち

部
ぶ

介
かいじょ

助で移
い

乗
じょう

するためには、スライディングボードが有
ゆうこう

効で
ある。

6 -
033 

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

の利
り

用
よう

者
しゃ

が車
くるま

いすを使
し

用
よう

して外
がい

出
しゅつ

するときに、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が計
けい

画
かく

することとして、外
がい

出
しゅつ

先
さき

の経
けい

路
ろ

情
じょう

報
ほう

を集
あつ

める。

6 -
034 

生
せい

活
かつ

行
こう

為
い

には移
い

動
どう

を伴
ともな

うことから、生
せい

活
かつ

動
どうせん

線が必
ひつよう

要以
い

上
じょう

に長
なが

くなら
ないよう生

せい

活
かつ

空
くうかん

間をゾーニングする。

6 -
035 

ボディメカニクスでは、介
かい

護
ご

者
しゃ

の足
あし

を前
ぜん

後
ご

・左
さ

右
ゆう

に開
ひら

き支
し

持
じ

基
き

底
てい

面
めん

積
せき

を広
ひろ

くし、立
りつ

位
い

姿
し

勢
せい

の安
あんていせい

定性を高
たか

める。

Q 056

6 -
036 

麻
ま ひ

痺がある場
ば

合
あい

の利
り

用
よう

者
しゃ

の移
い

動
どう

介
かい

護
ご

では、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は健
けんそく

側に注
ちゅう

意
い

をはらう。

6 -
037 

移
い

動
どう

介
かい

護
ご

に必
ひつよう

要な物
ぶっぴん

品は、事
じ

前
ぜん

に準
じゅん

備
び

し点
てんけん

検しておく。

6 -
038 

右
みぎ

片
かた

麻
ま

痺
ひ

の利
り

用
よう

者
しゃ

が、手
て

すりを利
り

用
よう

して階
かいだん

段を昇
のぼ

るときに、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は利
り

用
よう

者
しゃ

の左
ひだり

後
こうほう

方に立
た

つ。

6 -
039 

右
みぎ

片
かた

麻
ま

痺
ひ

の利
り

用
よう

者
しゃ

が、手
て

すりを利
り

用
よう

して階
かいだん

段を降
お

りるときに、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は利
り

用
よう

者
しゃ

の右
みぎ

前
ぜん

方
ぽう

に立
た

つ。

6 -
040 

ベッドで利
り

用
よう

者
しゃ

の上
じょう

半
はん

身
しん

を起
お

こす動
どう

作
さ

では、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は手
て

首
くび

の力
ちから

で持
も

ち上
あ

げる。

6 -
041 

関
かんせつ

節リウマチ（rheumatoid arthritis）の利
り

用
よう

者
しゃ

が、歩
ほ

行
こう

時
じ

に使
し

用
よう

する
つえ

としては、ロフストランドクラッチ（Lofstrand crutch
（前

ぜんわん

腕固
こ

定
てい

型
がたつえ

））が適
てき

している。



Q 057

6 -
042 

片
かた

麻
ま

痺
ひ

の利
り

用
よう

者
しゃ

の立
た

ち上
あ

がりの介
かい

護
ご

では、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は利
り

用
よう

者
しゃ

の健
けん

側
そく

に立
た

つ。

6 -
043 

屋
おくがい

外での車
くるま

いすの介
かいじょ

助方
ほう

法
ほう

として、段
だん

差
さ

を下
さ

がるときは、後
うし

ろ向
む

き
で後

こうりん

輪から下
お

りる。

6 -
044 

屋
おくがい

外での車
くるま

いすの介
かいじょ

助方
ほう

法
ほう

として、急
きゅう

な下
くだ

り坂
ざか

では前
まえ

向
む

きで進
すす

む。

6 -
045 

呼
こ

吸
きゅう

が苦
くる

しいため「楽
らく

な姿
し

勢
せい

にしてほしい」と訴
うった

えている利
り

用
よう

者
しゃ

に
対
たい

して、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、仰
ぎょう

臥
が

位
い

にして休
やす

んでもらった。

6 -
046 

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

への歩
ほ

行
こう

介
かいじょ

助では、介
かい

護
ご

者
しゃ

は利
り

用
よう

者
しゃ

の斜
なな

め半
はん

歩
ぽ

前
まえ

に立
た

ち
誘
ゆう

導
どう

する。

6 -
047 

仰
ぎょう

臥
が

位
い

の利
り

用
よう

者
しゃ

を左
ひだり

側
そく

臥
が

位
い

にする場
ば

合
あい

の体
たい

位
い

変
へん

換
かん

は、介
かいじょ

助の説
せつめい

明を
したあと、肩

かた

と膝
ひざ

は同
どう

時
じ

に倒
たお

す。

Q 058

6 -
048 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）の姿
し

勢
せい

反
はんしゃ

射障
しょう

害
がい

のある人
ひと

へ
の歩

ほ

行
こう

介
かいじょ

助では、曲
ま

がり角
かど

では勢
いきお

いをつけて曲
ま

がってもらうよう支
し

援
えん

する。

6 -
049 

脊
せきずい

髄損
そん

傷
しょう

の利
り

用
よう

者
しゃ

の移
い

動
どう

介
かい

護
ご

では、体
たいおん

温や血
けつあつ

圧の変
へんどう

動に留
りゅう

意
い

する。

6 -
050 

狭
きょう

心
しん

症
しょう

の持
じ

病
びょう

がある利
り

用
よう

者
しゃ

の外
がい

出
しゅつ

支
し

援
えん

では、発
ほっ

作
さ

に備
そな

えた薬
くすり

を携
けいこう

行
する。

6 -
051 

重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障
しょう

害
がい

児
じ

への移
い

乗
じょう

介
かい

護
ご

は、全
ぜんかいじょ

介助の場
ば

合
あい

が多
おお

く、介
かい

護
ご

者
しゃ

主
しゅどう

導
で支

し

援
えん

する。

6 -
052 

施
し

設
せつ

における介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

と他
た

職
しょく

種
しゅ

との連
れんけい

携として、寝
ね

たきりの利
り

用
よう

者
しゃ

の仙
せん

骨
こつ

部
ぶ

に発
ほっせき

赤を見
み

つけたときは、看
かん

護
ご

職
しょく

に相
そう

談
だん

する。

6 -
053 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

の身
しんたい

体機
き

能
のう

を補
ほ

完
かん

、代
だいたい

替し長
ちょう

期
き

に渡
わた

り継
けいぞく

続して使
し

用
よう

する補
ほ

装
そう

具
ぐ

の支
し

給
きゅう

は、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

法
ほう

に位
い ち

置づけられている。



Q 059

6 -
054 

BMI（体
たいかく

格指
し

数
すう

）の標
ひょうじゅん

準値
ち

は 22 とされている。

6 -
055 

行
ぎょう

事
じ

食
しょく

として、節
せつぶん

分ではおせち料
りょう

理
り

を準
じゅん

備
び

する。

6 -
056 

座
ざ い

位で食
しょく

事
じ

をする利
り

用
よう

者
しゃ

の姿
し

勢
せい

として、顎
あご

は上
あ

げてもらうようにす
る。

6 -
057 

誤
ご

嚥
えん

を防
ふせ

ぐために、食
しょく

前
ぜん

に嚥
えん

下
げ

体
たいそう

操を行
おこな

うことは有
ゆうこう

効である。

6 -
058 

食
しょく

事
じ

介
かい

護
ご

は、介
かい

護
ご

者
しゃ

のペースで行
おこな

う。

6 -
059 

食
しょく

事
じ

が終
お

わったら、口
こうくう

腔内
ない

の食
しょく

物
もつ

残
ざん

渣
さ

を確
かくにん

認する。

Q 060

6 -
060 

総
そう

義
ぎ

歯
し

の取
と

りはずしは、上
じょう

顎
がく

からはずし、下
か

顎
がく

から装
そう

着
ちゃく

する。

6 -
061 

骨
こつ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

（osteoporosis）の予
よ

防
ぼう

には、ビタミン D（vitamin D）
の摂

せっしゅ

取を勧
すす

める。

6 -
062 

便
べん

秘
ぴ

の予
よ

防
ぼう

には、水
すいぶん

分摂
せっしゅ

取を控
ひか

えるよう勧
すす

める。

6 -
063 

逆
ぎゃく

流
りゅう

性
せい

食
しょく

道
どう

炎
えん

（reflux esophagitis）の予
よ

防
ぼう

として、食
しょく

後
ご

すぐに横
よこ

になるよう勧
すす

める。

6 -
064 

左
ひだり

半
はん

側
そく

空
くう

間
かん

無
む

視
し

のある利
り

用
よう

者
しゃ

の食
しょく

事
じ

では、利
り

用
よう

者
しゃ

の左
ひだり

側
がわ

に配
はいぜん

膳する。

6 -
065 

半
はん

側
そく

空
くう

間
かん

無
む

視
し

のある利
り

用
よう

者
しゃ

の食
しょく

事
じ

では、クロックポジションに従
したが

っ
て配

はいぜん

膳する。



Q 061

6 -
066 

半
はん

側
そく

空
くう

間
かん

無
む

視
し

のある利
り

用
よう

者
しゃ

の食
しょく

事
じ

介
かい

護
ご

として、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は適
てき

宜
ぎ

食
しょっ

器
き

の位
い ち

置を変
か

える。

6 -
067 

味
み

覚
かく

の低
てい

下
か

がある利
り

用
よう

者
しゃ

に対
たい

しては、塩
えんぶん

分を増
ふ

やして味
あじ

付
つ

けを濃
こ

く
する。

6 -
068 

腸
ちょう

の蠕
ぜんどう

動運
うんどう

動の低
てい

下
か

に対
たい

しては、食
しょく

物
もつ

繊
せん

維
い

の多
おお

い食
しょく

品
ひん

を取
と

り入
い

れる。

6 -
069 

片
かた

麻
ま

痺
ひ

の利
り

用
よう

者
しゃ

の座
ざ い

位での食
しょく

事
じ

介
かい

護
ご

の留
りゅう

意
い

点
てん

としては、口
くち

の患
かんそく

側に
食
しょく

物
もつ

を入
い

れる。

6 -
070 

片
かた

麻
ま

痺
ひ

の利
り

用
よう

者
しゃ

の食
しょく

事
じ

は、刻
きざ

み食
しょく

にする。

6 -
071 

人
じんこうとうせき

工透析をしている利
り

用
よう

者
しゃ

には生
なま

野
や

菜
さい

を勧
すす

める。

Q 062

6 -
072 

義
ぎ

歯
し

の取
とり

扱
あつか

いについて、上
じょう

顎
がく

用
よう

の総
そう

義
ぎ

歯
し

は、義
ぎ

歯
し

の後
こうほう

方を下
さ

げるよ
うにしてはずす。

6 -
073 

義
ぎ

歯
し

の取
とり

扱
あつか

いについて、保
ほ

管
かん

容
よう

器
き

に、義
ぎ

歯
し

の半
はんぶん

分がつかる程
てい

度
ど

の水
みず

を入
い

れて保
ほ

管
かん

する。

6 -
074 

ドライマウス（dry mouth）の予
よ

防
ぼう

として、柔
やわ

らかい食
しょく

物
もつ

を勧
すす

める。

6 -
075 

骨
こつ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

（osteoporosis）の予
よ

防
ぼう

に必
ひつよう

要なビタミン Kを多
おお

く含
ふく

む
食
しょく

品
ひん

は、牛
ぎゅうにゅう

乳である。

6 -
076 

心
しんぞう

臓機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

があり、抗
こう

凝
ぎょう

固
こ

薬
やく

（ワルファリン）を内
ないふく

服している利
り

用
よう

者
しゃ

は、納
なっとう

豆を摂
と

らないようにする。

6 -
077 

皮
ひ ふ

膚の乾
かんそう

燥が強
つよ

くなった高
こう

齢
れい

者
しゃ

の入
にゅう

浴
よく

介
かい

護
ご

では、アルカリ性
せい

の石
せっけん

鹸
で身

しんたい

体を洗
あら

う。



Q 063

6 -
078 

ベッド上
じょう

で行
おこな

う清
せいしき

拭の介
かい

護
ご

として、背
はい

部
ぶ

は患
かんそく

側を下
した

にして拭
ふ

く。

6 -
079 

清
せいしき

拭の介
かい

護
ご

として、両
りょう

下
か

肢
し

は末
まっ

梢
しょう

から中
ちゅう

枢
すう

に向
む

かって拭
ふ

く。

6 -
080 

清
せいしき

拭の介
かい

護
ご

として、皮
ひ ふ

膚についた水
すいぶん

分は最
さい

後
ご

にまとめて拭
ふ

く。

6 -
081 

ベッド上
じょう

で足
そくよく

浴を実
じっ

施
し

するときの留
りゅう

意
い

点
てん

として、ズボンを脱
ぬ

がせて、
下
か

肢
し

を露
ろ

出
しゅつ

する。

6 -
082 

ベッド上
じょう

で足
そくよく

浴を実
じっ

施
し

するときの留
りゅう

意
い

点
てん

として、洗
あら

う側
がわ

の足
そくかんせつ

関節を
保
ほ

持
じ

しながら洗
あら

う。

6 -
083 

入
にゅう

浴
よく

介
かい

護
ご

に関
かん

する注
ちゅう

意
い

点
てん

として、湯
ゆ

温
おん

は、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が直
ちょく

接
せつ

肌
はだ

で触
ふ

れて確
かくにん

認する。

Q 064

6 -
084 

入
にゅう

浴
よく

介
かい

護
ご

に関
かん

する注
ちゅう

意
い

点
てん

として、浴
よくそう

槽への出
で

入
はい

りにシャワーチェア
を用

もち

いるときは、浴
よくそう

槽と同
おな

じ高
たか

さに調
ちょう

整
せい

する。

6 -
085 

入
にゅう

浴
よく

介
かい

護
ご

に関
かん

する注
ちゅう

意
い

点
てん

として、片
かた

麻
ま

痺
ひ

の利
り

用
よう

者
しゃ

の場
ば

合
あい

は、健
けんそく

側か
ら浴

よくそう

槽に入
はい

る。

6 -
086 

血
けつえきとうせき

液透析を受
う

けている人
ひと

は、透
とう

析
せき

直
ちょく

後
ご

の入
にゅう

浴
よく

は避
さ

ける。

6 -
087 

胃
い

ろうを造
ぞうせつ

設している人
ひと

は、入
にゅう

浴
よく

を控
ひか

える。

6 -
088 

心
しんぞう

臓機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

がある人
ひと

は、半
はんしんよく

身浴にする。

6 -
089 

回
かい

腸
ちょう

ストーマを造
ぞうせつ

設している人
ひと

は、食
しょく

後
ご

1 時
じ

間
かん

以
い

内
ない

に入
にゅう

浴
よく

する。
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6 -
090 

排
はいせつ

泄メカニズムに基
もと

づく排
はいせつ

泄介
かい

護
ご

において、腹
ふく

部
ぶ

マッサージは、下
か

行
こう

結
けっ

腸
ちょう

、横
おうこう

行結
けっ

腸
ちょう

、上
じょう

行
こう

結
けっ

腸
ちょう

の順
じゅん

に行
おこな

うことが有
ゆうこう

効である。

6 -
091 

排
はいせつ

泄メカニズムに基
もと

づく排
はいせつ

泄介
かい

護
ご

において、便
べん

座
ざ

に座
すわ

って足
そくてい

底を床
ゆか

につけた前
ぜんけい

傾姿
し

勢
せい

は、腹
ふくあつ

圧を高
たか

めるために有
ゆうこう

効である。

6 -
092 

差
さ

し込
こ

み便
べん

器
き

による排
はいせつ

泄介
かい

護
ご

の方
ほう

法
ほう

として、使
し

用
よう

前
まえ

の便
べん

器
き

を温
あたた

めて
おく。

6 -
093 

女
じょせい

性の陰
いん

部
ぶ

清
せいしき

拭については、尿
にょう

道
どう

口
こう

から肛
こうもん

門に向
む

かって拭
ふ

き取
と

る。

6 -
094 

最
さいきん

近、尿
にょう

失
しっ

禁
きん

が頻
ひんかい

回にみられるので、すぐおむつを装
そう

着
ちゃく

し生
せい

活
かつ

して
もらった。

6 -
095 

男
だんせい

性がベッド上
じょう

で尿
にょう

器
き

を使
し

用
よう

する場
ば

合
あい

は、仰
ぎょう

臥
が

位
い

のほうが排
はい

尿
にょう

しや
すい。

Q 066

6 -
096 

おむつは汚
よご

れを内
うちがわ

側にして片
かた

づける。

6 -
097 

腸
ちょう

管
かん

出
しゅっ

血
けつ

性
せい

大
だい

腸
ちょう

炎
えん

で下
げ り

痢が続
つづ

いている利
り

用
よう

者
しゃ

のおむつ交
こうかん

換の留
りゅう

意
い

点
てん

は、汚
よご

れたおむつをビニール袋
ぶくろ

に入
い

れて、袋
ふくろ

の口
くち

を固
かた

く縛
しば

る。

6 -
098 

膀
ぼうこう

胱留
りゅう

置
ち

カテーテルを使
し

用
よう

している利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応と
して、カテーテルが折

お

れていないことを確
かくにん

認する。

6 -
099 

膀
ぼうこう

胱留
りゅう

置
ち

カテーテルを使
し

用
よう

している利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応と
して、採

さい

尿
にょう

バッグは膀
ぼうこう

胱と同
おな

じ高
たか

さに置
お

く。

6 -
100 

膀
ぼうこう

胱留
りゅう

置
ち

カテーテルを使
し

用
よう

している利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応と
して、尿

にょう

漏
も

れが起
お

きていたらカテーテルを抜
ばっきょ

去する。

6 -
101 

消
しょう

化
か

管
かん

ストーマを造
ぞうせつ

設している利
り

用
よう

者
しゃ

の生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

では、ラジオ体
たいそう

操
は控

ひか

えるよう助
じょげん

言する。
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6 -
102 

腎
じん

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

のある利
り

用
よう

者
しゃ

の場
ば

合
あい

、1 日
にち

の尿
にょうりょう

量や透
とうせき

析による除
じょすい

水量
りょう

に
応
おう

じ、水
すい

分
ぶん

量
りょう

が決
き

められていることから、排
はい

尿
にょう

量
りょう

を把
は

握
あく

しておく。

6 -
103 

A さんは、料
りょう

理
り

が得
とく

意
い

で、普
ふ

段
だん

はエプロンを身
み

に着
つ

けて揚
あ

げ物
もの

料
りょう

理
り

をガスコンロでつくっている。このとき、防
ぼう

火
か

を意
い

識
しき

した調
ちょう

理
り

支
し

援
えん

では、袖
そでぐち

口を絞
しぼ

った衣
い

服
ふく

を着
き

てもらうよう支
し

援
えん

する。

6 -
104 

A さんは、料
りょう

理
り

が得
とく

意
い

で、普
ふ

段
だん

はエプロンを身
み

に着
つ

けて揚
あ

げ物
もの

料
りょう

理
り

をガスコンロでつくっている。このとき、防
ぼう

火
か

を意
い

識
しき

した調
ちょう

理
り

支
し

援
えん

では、火
か

災
さい

報
ほう

知
ち

器
き

は床
ゆか

に近
ちか

い部
ぶ

分
ぶん

に設
せっ

置
ち

する。

6 -
105 

利
り

用
よう

者
しゃ

の自
じ

宅
たく

の清
せいそう

掃を行
おこな

うときの注
ちゅう

意
い

点
てん

として、畳
たたみ

は畳
たたみ

の目
め

に沿
そ

っ
て拭

ふ

く。

6 -
106 

利
り

用
よう

者
しゃ

の自
じ

宅
たく

の清
せいそう

掃を行
おこな

うときの注
ちゅう

意
い

点
てん

として、掃
そう

除
じ

は高
たか

い所
ところ

から
始
はじ

める。

6 -
107 

布
ふ

団
とん

についた、ダニの死
し

骸
がい

や花
か

粉
ふん

などのアレルゲンを除
じょきょ

去する方
ほう

法
ほう

として、掃
そう

除
じ

機
き

で吸
す

い取
と

る。

Q 068

6 -
108 

布
ふ

団
とん

についた、ダニの死
し

骸
がい

や花
か

粉
ふん

などのアレルゲンを除
じょきょ

去する方
ほう

法
ほう

として、表
ひょう

面
めん

を絞
しぼ

ったタオルで拭
ふ

く。

6 -
109 

眠
ねむ

れないと訴
うった

える高
こう

齢
れい

者
しゃ

に介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う助
じょげん

言として、夕
ゆう

食
しょく

後
ご

2
時
じ

間
かん

以
い

内
ない

に就
しゅう

寝
しん

するように勧
すす

める。

6 -
110 

安
あんみん

眠を促
うなが

す生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

として、就
しゅう

寝
しん

前
まえ

に、軽
かる

いストレッチを行
おこな

う。

6 -
111 

安
あんみん

眠を促
うなが

す生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

として、就
しゅう

寝
しん

前
まえ

に、カフェインを含
ふく

む飲
いん

料
りょう

を飲
の

むとよい。

6 -
112 

施
し

設
せつ

における安
あんみん

眠を促
うなが

すための環
かん

境
きょう

として、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

同
どう

士
し

の会
かい

話
わ

が響
ひび

かないようにする。

6 -
113 

概
がいじつ

日リズム（サーカディアンリズム（circadian rhythm））を回
かいふく

復
させるための介

かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応として、起
き

床
しょう

後
ご

はカーテンを開
あ

けて、
日
にっ

光
こう

を浴
あ

びるように勧
すす

める。



Q 069

6 -
114 

つえ

歩
ほ

行
こう

している高
こう

齢
れい

者
しゃ

の寝
しんしつ

室の環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

では、足
あしもと

元灯
とう

を用
よう

意
い

する。

6 -
115 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）（ホーエン・ヤール重
じゅう

症
しょう

度
ど

分
ぶん

類
るい

ステージ 3）の高
こう

齢
れい

者
しゃ

の寝
しんしつ

室環
かん

境
きょう

では、ベッドは介
かい

護
ご

者
しゃ

に合
あ

わ
せた高

たか

さに設
せってい

定する。

6 -
116 

睡
すいみんやく

眠薬を服
ふくよう

用している高
こう

齢
れい

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応として、服
ふく

用
よう

後
ご

30 分
ぷん

以
い

内
ない

に床
とこ

につくように促
うなが

した。

6 -
117 

睡
すいみんやく

眠薬を服
ふくよう

用している高
こう

齢
れい

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応として、日
にっ

中
ちゅう

、
ふらつきがみられたので医

い し

師に伝
つた

えた。

6 -
118 

睡
すいみんやく

眠薬を服
ふくよう

用している高
こう

齢
れい

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応として、通
つう

常
じょう

の
量
りょう

では眠
ねむ

れないと言
い

われたので、追
つい

加
か

して飲
の

むように伝
つた

えた。

6 -
119 

昼
ちゅう

夜
や

逆
ぎゃく

転
てん

している利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応として、夕
ゆうがた

方に、散
さん

歩
ぽ

をするように促
うなが

す。
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6 -
120 

昼
ちゅう

夜
や

逆
ぎゃく

転
てん

している利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応として、寝
ね

る直
ちょく

前
ぜん

に
熱
あつ

いお風
ふ ろ

呂に入
はい

るように促
うなが

す。

6 -
121 

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

で最
さい

期
ご

まで過
す

ごすことを希
き

望
ぼう

する利
り

用
よう

者
しゃ

への対
たいおう

応として、
終
しゅう

末
まつ

期
き

の介
かい

護
ご

方
ほうしん

針を伝
つた

え、意
い

思
し

確
かく

認
にん

を行
おこな

う。

6 -
122 

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

で最
さい

期
ご

まで過
す

ごすことを希
き

望
ぼう

する利
り

用
よう

者
しゃ

への対
たいおう

応では、本
ほん

人
にん

の意
い し

思よりも家
か

族
ぞく

の意
い

向
こう

を優
ゆうせん

先する。

6 -
123 

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

で最
さい

期
ご

まで過
す

ごすことを希
き

望
ぼう

する利
り

用
よう

者
しゃ

への対
たいおう

応として、
意
い

思
し

確
かく

認
にん

の合
ごう

意
い

内
ない

容
よう

は、文
ぶん

書
しょ

で共
きょう

有
ゆう

する。

6 -
124 

終
しゅう

末
まつ

期
き

にある利
り

用
よう

者
しゃ

を施
し

設
せつ

で看
み と

取る家
か

族
ぞく

への支
し

援
えん

として、家
か

族
ぞく

が利
り

用
よう

者
しゃ

のためにできることを提
ていあん

案する。

6 -
125 

終
しゅう

末
まつ

期
き

にある利
り

用
よう

者
しゃ

を施
し

設
せつ

で看
み と

取る家
か

族
ぞく

への支
し

援
えん

として、感
かん

情
じょう

を表
ひょう

出
しゅつ

しないように助
じょげん

言する。



Q 071

6 -
126 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

施
し

設
せつ

において介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う死
し

亡
ぼう

後
ご

の介
かい

護
ご

として、家
か

族
ぞく

に、
死
し

亡
ぼう

後
ご

の介
かい

護
ご

を一
いっしょ

緒に行
おこな

うかどうかを確
かくにん

認する。

6 -
127 

施
し

設
せつ

において、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の行
おこな

う死
し ご

後の処
しょ

置
ち

として、着
き

物
もの

の場
ば

合
あい

は
帯
おび

紐
ひも

を縦
たてむす

結びにする。

6 -
128 

施
し

設
せつ

において、死
し ご

後の処
しょ

置
ち

は、死
し ご

後 3時
じ

間
かん

経
けい

過
か

してから行
おこな

う。



介
か い

護
ご

過
か

程
て い

Q 073

題
だい

問
もん

7 -
001

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

の目
もくてき

的は、利
り

用
よう

者
しゃ

の望
のぞ

んでいる、よりよい生
せい

活
かつ

を実
じつげん

現する
ことである。

7 -
002

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

の作
さく

成
せい

にあたっては、抽
ちゅうしゅつ

出されたニーズを踏
ふ

まえて目
もく

標
ひょう

を
設
せっ

定
てい

する。

7 -
003

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

は、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の価
か

値
ち

観
かん

に沿
そ

って実
じっ

施
し

する。

7 -
004

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

の目
もくてき

的は、画
かくいつてき

一的に介
かい

護
ご

を実
じっせん

践することである。

7 -
005

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

では、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が理
り

想
そう

とする生
せい

活
かつ

の実
じつげん

現を目
め ざ

指す。



Q 074

7 -
006 

生
せい

活
かつ

課
か

題
だい

の優
ゆうせん

先順
じゅん

位
い

を決
けってい

定する際
さい

、利
り

用
よう

者
しゃ

が要
ようぼう

望する頻
ひん

度
ど

の多
おお

いも
のから決

けってい

定する。

7 -
007 

アセスメント（assessment）では、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

の知
ち

識
しき

を活
かつよう

用して情
じょう

報
ほう

を解
かいしゃく

釈する。

7 -
008 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

におけるアセスメント（assessment）は、1 つの場
ば

面
めん

に
焦
しょう

点
てん

をあてた観
かんさつ

察を目
もくてき

的としている。

7 -
009 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、収
しゅうしゅう

集した情
じょう

報
ほう

を取
しゅしゃ

捨選
せんたく

択して記
き

録
ろく

する。

7 -
010 

利
り

用
よう

者
しゃ

の情
じょう

報
ほう

を収
しゅうしゅう

集するにあたり、利
り

用
よう

者
しゃ

と介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

との信
しんらい

頼関
かん

係
けい

が築
きず

かれていることが重
じゅう

要
よう

である。

7 -
011 

利
り

用
よう

者
しゃ

の思
おも

いや考
かんが

えは、主
しゅかんてき

観的情
じょう

報
ほう

として扱
あつか

う。

Q 075

7 -
012 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、先
せん

入
にゅう

観
かん

をもって利
り

用
よう

者
しゃ

の情
じょう

報
ほう

を収
しゅうしゅう

集する。

7 -
013 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が収
しゅうしゅう

集する情
じょう

報
ほう

には、主
しゅかんてき

観的情
じょう

報
ほう

と客
きゃっ

観
かん

的
てき

情
じょう

報
ほう

がある。

7 -
014 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

のできないことを中
ちゅう

心
しん

に情
じょう

報
ほう

収
しゅうしゅう

集を行
おこな

う。

7 -
015 

アセスメント（assessment）とは、利
り

用
よう

者
しゃ

の情
じょう

報
ほう

を収
しゅうしゅう

集すること
を含

ふく

む。

7 -
016 

年
ねんれい

齢、 性
せいべつ

別、 価
か

値
ち

観
かん

な ど は、ICF（International Classification 
of Functioning, Disability and Health：国

こくさい

際生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶんるい

類）モ
デルの構

こうせい

成要
よう

素
そ

の個
こ

人
じん

因
いん

子
し

に含
ふく

まれる。

7 -
017 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の五
ご

感
かん

による観
かんさつ

察は、情
じょう

報
ほう

収
しゅうしゅう

集の手
しゅだん

段として適
てきせつ

切である。



Q 076

7 -
018 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

の目
もく

標
ひょう

は、利
り

用
よう

者
しゃ

と話
はな

し合
あ

いながら設
せってい

定する。

7 -
019 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

の目
もく

標
ひょう

を設
せってい

定する際
さい

、主
しゅ

語
ご

は利
り

用
よう

者
しゃ

で表
ひょう

現
げん

する。

7 -
020 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

の目
もく

標
ひょう

設
せってい

定では、利
り

用
よう

者
しゃ

にもわかりやすい言
こと

葉
ば

を使
し

用
よう

する。

7 -
021 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

における長
ちょう

期
き

目
もく

標
ひょう

の期
き

間
かん

の目
め

安
やす

は、6 か月
げつ

から 1 年
ねん

程
てい

度
ど

である。

7 -
022 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

の生
せい

活
かつ

課
か

題
だい

を明
めいかく

確にする段
だんかい

階では、個
こ

人
じん

因
いん

子
し

による課
か

題
だい

よ
りも環

かん

境
きょう

因
いん

子
し

による課
か

題
だい

を優
ゆうせん

先する。

7 -
023 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

における生
せい

活
かつ

課
か

題
だい

は、生
せい

活
かつ

上
じょう

の困
こん

難
なん

を発
はっせい

生させている原
げんいん

因
のことである。

Q 077

7 -
024 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

を立
りつあん

案するにあたっては、安
あんぜん

全性
せい

よりも効
こう

果
か

を優
ゆうせん

先する。

7 -
025 

SOAP 方
ほうしき

式で記
き

録
ろく

する場
ば

合
あい

の P に該
がいとう

当するのは、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う今
こん

後
ご

の介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

である。

7 -
026 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

を立
りつあん

案する際
さい

、事
じ

前
ぜん

に利
り

用
よう

者
しゃ

に及
およ

ぼす影
えい

響
きょう

を予
よ

測
そく

する。

7 -
027 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

は、チームで介
かい

護
ご

方
ほう

法
ほう

の統
とういつ

一を図
はか

るために、具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

する。

7 -
028 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

の立
りつあん

案では、長
ちょう

期
き

目
もく

標
ひょう

と短
たん

期
き

目
もく

標
ひょう

を連
れんどう

動させる。

7 -
029 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

を実
じっ

施
し

するときは、利
り

用
よう

者
しゃ

の反
はん

応
のう

や変
へん

化
か

を観
かんさつ

察する。



Q 078

7 -
030 

介
かい

護
ご

記
き

録
ろく

では、事
じ

実
じつ

をありのままに記
き

録
ろく

する。

7 -
031 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

を実
じっ

施
し

する際
さい

、利
り

用
よう

者
しゃ

の状
じょう

態
たい

に変
へん

化
か

があっても、計
けい

画
かく

どお
りに実

じっ

施
し

する。

7 -
032 

介
かい

護
ご

記
き

録
ろく

には、多
た

職
しょく

種
しゅ

とのかかわりについても記
き

録
ろく

する。

7 -
033 

介
かい

護
ご

計
けいかく

画の評
ひょう

価
か

の基
き

準
じゅん

は、目
もく

標
ひょう

設
せってい

定の段
だんかい

階で決
き

めておく。

7 -
034 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

の評
ひょう

価
か

は利
り

用
よう

者
しゃ

本
ほんにん

人に伝
つた

える。

7 -
035 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

の目
もく

標
ひょう

が達
たっせい

成された場
ば

合
あい

、利
り

用
よう

者
しゃ

に対
たい

する介
かい

護
ご

過
か

程
てい

は終
しゅうりょう

了
する。

Q 079

7 -
036 

チームアプローチの実
じっせん

践において、地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

やボランティアはチー
ムの一

いちいん

員である。

7 -
037 

介
かい

護
ご

支
し

援
えん

専
せん

門
もん

員
いん

（ケアマネジャー）は、サービス担
たんとうしゃ

当者会
かい

議
ぎ

を開
かいさい

催
する。

7 -
038 

他
た

職
しょく

種
しゅ

と連
れんけい

携する際
さい

は、互
たが

いの職
しょく

域
いき

を理
り

解
かい

し、尊
そん

重
ちょう

し合
あ

いながら対
たい

等
とう

な関
かんけい

係を保
たも

つ。

7 -
039 

ケアカンファレンスの場
ば

は、職
しょく

員
いん

のスーパービジョンの機
き

会
かい

になり
得
う

る。

7 -
040 

ケアチームの中
ちゅう

心
しん

は、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

である。

7 -
041 

社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

士
し

及
およ

び介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

法
ほう

では、他
た

職
しょく

種
しゅ

との連
れんけい

携が義
ぎ む

務づけられ
ている。



Q 080

7 -
042 

チームアプローチの際
さい

には、グループダイナミクスを意
い

図
と

的
てき

に活
かつよう

用
することが必

ひつよう

要である。



発
は っ

達
た つ

と老
ろ う

化
か

の理
り

解
か い

Q 082

題
だい

問
もん

8 -
001

生
せい

後
ご

2 か月
げつ

頃
ごろ

になると喃
なん

語
ご

を発
はっ

するようになる。

8 -
002

1 歳
さい

3 か月
げつ

の子
こ

に起
お

こる現
げん

象
しょう

に社
しゃ

会
かい

的
てき

参
さん

照
しょう

がある。

8 -
003

生
せい

後
ご

3 か月
げつ

頃
ごろ

、指
ゆび

を使
つか

って積
つ

み木
き

がつかめるようになる。

8 -
004

生
せい

後
ご

6 か月
げつ

頃
ごろ

、つかまり立
だ

ちができるようになる。

8 -
005

2 歳
さい

頃
ごろ

、二
に ご

語文
ぶん

を話
はな

すようになる。



Q 083

8 -
006 

3 歳
さい

頃
ごろ

、愛
あい

着
ちゃく

（アタッチメント（attachment））が形
けいせい

成され始
はじ

める。

8 -
007 

「高
こう

齢
れい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

法
ほう

（高
こう

齢
れい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

の防
ぼう

止
し

、高
こう

齢
れい

者
しゃ

の養
よう

護
ご

者
しゃ

に対
たい

する
支
し

援
えん

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

）」では、高
こう

齢
れい

者
しゃ

を 65 歳
さい

以
い

上
じょう

としている。

8 -
008 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の医
い

療
りょう

の確
かく

保
ほ

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

では、後
こう

期
き

高
こう

齢
れい

者
しゃ

を 80 歳
さい

以
い

上
じょう

と
している。

8 -
009 

道
どう

路
ろ

交
こうつうほう

通法では、免
めん

許
きょ

証
しょう

の更
こうしん

新の特
とくれい

例がある高
こうれい

齢運
うんてんしゃ

転者を 60 歳
さい

以
い

上
じょう

としている。

8 -
010 

老
ろう

化
か

学
がくせつ

説のフリーラジカル説
せつ

では、加
か

齢
れい

による臓
ぞう

器
き

や器
き

官
かん

の萎
い

縮
しゅく

や
縮
しゅく

小
しょう

に対
たい

して、それを補
おぎな

う再
さいせい

生機
き

能
のう

が低
てい

下
か

することで老
ろう

化
か

が生
しょう

じる
と考

かんが

える。

8 -
011 

「つらい治
ち

療
りょう

を我
が

慢
まん

して受
う

けるので助
たす

けてほしいと願
ねが

う」ことはキュ
ブラー・ロス（Kübler-Ross, E.）が提

てい

唱
しょう

した死
し

の受
じゅよう

容過
か

程
てい

におけ
る「取

と

り引
ひ

き」にあてはまる。

Q 084

8 -
012 

加
か

齢
れい

に伴
ともな

う嚥
えん

下
げ

機
き

能
のう

の低
てい

下
か

の原
げんいん

因には、舌
ぜっこつ

骨の位
い ち

置の上
じょうしょう

昇がある。

8 -
013 

流
りゅう

動
どう

性
せい

知
ち

能
のう

は、加
か

齢
れい

とともに衰
おとろ

えやすい。

8 -
014 

騒
さわ

がしい場
ば

所
しょ

での作
さ

業
ぎょう

効
こうりつ

率は、若
じゃく

年
ねん

者
しゃ

より高
こう

齢
れい

者
しゃ

が高
たか

い。

8 -
015 

エピソード記
き

憶
おく

は、加
か

齢
れい

による影
えい

響
きょう

を受
う

けない。

8 -
016 

加
か

齢
れい

により周
しゅう

辺
へん

視
し や

野は広
ひろ

くなる。

8 -
017 

加
か

齢
れい

により低
ひく

い音
おと

から聞
き

こえにくくなる。



Q 085

8 -
018 

加
か

齢
れい

により味
み

覚
かく

の感
かんじゅせい

受性は低
てい

下
か

する。

8 -
019 

加
か

齢
れい

により嗅
きゅう

覚
かく

は敏
びんかん

感になる。

8 -
020 

認
にん

知
ち

症
しょう

で尿
にょう

を漏
も

らすことを、腹
ふくあつせい

圧性尿
にょう

失
しっ

禁
きん

という。

8 -
021 

トイレまで我
が

慢
まん

できずに尿
にょう

を漏
も

らすことを、切
せっぱくせい

迫性尿
にょう

失
しっ

禁
きん

という。

8 -
022 

前
ぜんりつせん

立腺肥
ひ

大
だい

症
しょう

で尿
にょう

を漏
も

らすことを、機
き

能
のう

性
せい

尿
にょう

失
しっ

禁
きん

という。

8 -
023 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

が複
ふくすう

数の慢
まんせい

性疾
しっかん

患をもつことは、まれである。

Q 086

8 -
024 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

が服
ふくよう

用する薬
やくざい

剤の種
しゅるい

類は、若
じゃく

年
ねん

者
しゃ

より少
すく

ない。

8 -
025 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

は内
ないふくやく

服薬の種
しゅるい

類が増
ふ

えると、薬
くすり

の副
ふく

作
さ

用
よう

は現
あらわ

れやすい。

8 -
026 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の高
こう

血
けつ

圧
あつ

症
しょう

（hypertension）の治
ち

療
りょう

目
もく

標
ひょう

は、若
じゃく

年
ねん

者
しゃ

と同
おな

じ
にする。

8 -
027 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の場
ば

合
あい

は、薬
やくざい

剤の効
こう

果
か

が強
つよ

く出
で

ることがある。

8 -
028 

老
ろう

化
か

に伴
ともな

い骨
こつ

密
みつ

度
ど

は上
じょうしょう

昇する。

8 -
029 

老
ろう

化
か

に伴
ともな

い唾
だ

液
えき

の分
ぶんぴつ

泌量
りょう

は増
ぞう

加
か

する。



Q 087

8 -
030 

老
ろう

化
か

に伴
ともな

い肺
はい

活
かつ

量
りょう

は増
ぞう

加
か

する。

8 -
031 

老
ろう

化
か

に伴
ともな

い貧
ひんけつ

血になりやすい。

8 -
032 

老
ろう

化
か

に伴
ともな

い皮
ひ ふ

膚の表
ひょう

面
めん

が湿
しつ

潤
じゅん

化
か

する。

8 -
033 

食
しょく

事
じ

のときにむせることは、嚥
えん

下
げ

障
しょう

害
がい

の 1 つである。

8 -
034 

心
しん

不
ふ

全
ぜん

（heart failure）が進
しんこう

行したときに現
あらわ

れる息
いき

切
ぎ

れは、安
あんせい

静に
することで速

すみ

やかに治
おさ

まる。

8 -
035 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の心
しん

不
ふ

全
ぜん

（heart failure）ではチアノーゼ（cyanosis）が
生
しょう

じやすい。

Q 088

8 -
036 

心
しん

不
ふ

全
ぜん

（heart failure）による呼
こ

吸
きゅう

苦
く

は、座
ざ い

位より仰
ぎょう

臥
が

位
い

（背
はい

臥
が

位
い

）のほうが軽
けいげん

減する。

8 -
037 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の心
しん

不
ふ

全
ぜん

（heart failure）では下
か し

肢に限
げん

局
きょく

した浮
ふ

腫
しゅ

が生
しょう

じる。

8 -
038 

褥
じょく

瘡
そう

の原
げんいん

因には長
ちょう

時
じ

間
かん

による圧
あっぱく

迫がある。

8 -
039 

仰
ぎょう

臥
が

位
い

による褥
じょく

瘡
そう

の好
こう

発
はつ

部
ぶ

位
い

には腸
ちょう

骨
こつ

部
ぶ

がある。

8 -
040 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

には良
りょう

質
しつ

なたんぱく質
しつ

の摂
せっしゅ

取を推
すい

奨
しょう

する。

8 -
041 

1 日
にち

に 1 回
かい

、排
はいべん

便がない状
じょう

態
たい

を便
べん

秘
ぴ

という。
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8 -
042 

病
びょう

気
き

が原
げんいん

因で便
べん

秘
ぴ

になることがある。

8 -
043 

腹
ふっきん

筋の筋
きん

力
りょく

低
てい

下
か

で便
べん

秘
ぴ

になることがある。

8 -
044 

薬
やくざい

剤が原
げんいん

因で便
べん

秘
ぴ

になることはない。

8 -
045 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の場
ば

合
あい

、便
べん

秘
ぴ

には下
げ

剤
ざい

を優
ゆうせん

先して処
しょほう

方する。

8 -
046 

変
へんけいせい

形性膝
しつ

関
かん

節
せつ

症
しょう

（knee osteoarthritis）の場
ば

合
あい

は歩
ほ

行
こう

を控
ひか

える。

8 -
047 

変
へんけいせい

形性膝
しつ

関
かん

節
せつ

症
しょう

（knee osteoarthritis）の場
ば

合
あい

は正
せい

座
ざ

で座
すわ

る。

Q 090

8 -
048 

変
へんけいせい

形性膝
しつ

関
かん

節
せつ

症
しょう

（knee osteoarthritis）の場
ば

合
あい

は膝
ひざ

を冷
ひ

やす。

8 -
049 

変
へんけいせい

形性膝
しつ

関
かん

節
せつ

症
しょう

（knee osteoarthritis）の場
ば

合
あい

は
つえ

の使
し

用
よう

を推
すい

奨
しょう

する。

8 -
050 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）の利
り

用
よう

者
しゃ

の姿
し

勢
せい

は後
こうくつ

屈しや
すい。

8 -
051 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）の利
り

用
よう

者
しゃ

の歩
ほ

行
こう

は大
おおまた

股にな
る。

8 -
052 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）の場
ば

合
あい

、血
けつあつ

圧は上
じょうしょう

昇する。

8 -
053 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）の利
り

用
よう

者
しゃ

は無
む

表
ひょう

情
じょう

になるこ
とがある。
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8 -
054 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の肺
はいえん

炎ではインフルエンザ（influenza）に合
がっぺい

併することは
まれである。

8 -
055 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の肺
はいえん

炎では初
しょ

期
き

から高
こうねつ

熱がでる。

8 -
056 

甲
こう

状
じょう

腺
せん

機
き

能
のう

低
てい

下
か

症
しょう

（hypothyroidism）の症
しょうじょう

状として、浮
ふ

腫
しゅ

がある。

8 -
057 

保
ほ

健
けん

師
し

は薬
くすり

の処
しょほうせん

方箋を交
こう

付
ふ

できる。

8 -
058 

訪
ほうもん

問介
かい

護
ご

員
いん

（ホームヘルパー）は居
きょ

宅
たく

サービス計
けい

画
かく

を立
りつあん

案する。



認
に ん

知
ち

症
しょ う

の理
り

解
か い

Q 093

題
だい

問
もん

9 -
001

キットウッド（Kitwood, T.）が提
てい

唱
しょう

したパーソン・センタード・
ケアは、認

にん

知
ち

症
しょう

という症
しょうじょう

状を中
ちゅう

心
しん

とするのではなく、「人
ひと

」を中
ちゅう

心
しん

として認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

を理
り

解
かい

するべきであるという考
かんが

え方
かた

である。

9 -
002

「平
へい

成
せい

29 年
ねんばん

版高
こうれい

齢社
しゃかい

会白
はくしょ

書」（内
ない

閣
かく

府
ふ

）によると、2025 年
ねん

（令
れい

和
わ

7 年
ねん

）には、認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

の数
かず

は、約
やく

400 万
まんにん

人前
ぜん

後
ご

になると推
すいけい

計さ
れている。

9 -
003

地
ち

域
いき

密
みっ

着
ちゃく

型
がた

サービスは、認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

や中
ちゅう

重
じゅう

度
ど

の要
よう

介
かい

護
ご

高
こうれいしゃ

齢者ができ
る限

かぎ

り住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

での生
せいかつ

活が継
けいぞく

続できるように、市
し

町
ちょう

村
そん

が事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の指
し

定
てい

や指
し

導
どう

・監
かんとく

督を行
おこな

う。

9 -
004

「新
しん

オレンジプラン」では、認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

の意
い し

思が尊
そん

重
ちょう

され、できる
限
かぎ

り住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

で自
じ

分
ぶん

らしい暮
く

らしを継
けいぞく

続できるように 7つ
の柱

はしら

が示
しめ

された。

9 -
005

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）によって判
はんだん

断能
のう

力
りょく

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

になった人
ひと

を保
ほ ご

護
する制

せい

度
ど

として成
せいねん

年後
こうけん

見制
せい

度
ど

がある。
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9 -
006 

日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

とは、認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

の自
じ

立
りつ

した生
せいかつ

活を支
し

援
えん

する
制
せい

度
ど

である。

9 -
007 

認
にん

知
ち

症
しょう

地
ち

域
いき

支
し

援
えん

推
すいしんいん

進員は、都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

ごとに、地
ち

域
いき

包
ほうかつ

括支
し

援
えん

センター
や認

にん

知
ち

症
しょう

疾
しっかん

患医
い

療
りょう

センター等
とう

に配
はい

置
ち

される。

9 -
008 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の中
ちゅう

核
かく

症
しょうじょう

状とは、多
た

少
しょう

の差
さ

はあるものの、認
にん

知
ち

症
しょう

になると誰
だれ

にでも認
みと

められる中
ちゅう

心
しん

となる症
しょうじょう

状である。

9 -
009 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）による物
ものわす

忘れは、忘
わす

れてしまったということ
を自

じ

覚
かく

していることが多
おお

い。

9 -
010 

加
か

齢
れい

に伴
ともな

う物
ものわす

忘れは、体
たいけん

験の一
いち

部
ぶ

を忘
わす

れるという傾
けいこう

向がみられる。

9 -
011 

運
うんどう

動機
き

能
のう

は損
そこ

なわれていないのに、目
もくてき

的に沿
そ

った適
てきせつ

切な行
こうどう

動がとれ
なくなることを失

しつにん

認という。

Q 095

9 -
012 

実
じっこう

行機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

とは、計
けいかく

画を立
た

て実
じっこう

行することができなくなることを
いう。

9 -
013 

見
けんとうしき

当識障
しょう

害
がい

は、認
にん

知
ち

症
しょう

の中
ちゅう

核
かく

症
しょうじょう

状の 1つである。

9 -
014 

構
こうおん

音器
き

官
かん

や聴
ちょう

覚
かく

に障
しょう

害
がい

がないのに、言
げん

語
ご

機
き

能
のう

としての話
はな

す・聞
き

く・
書
か

く・読
よ

む機
き

能
のう

が選
せんたくてき

択的に失
うしな

われる状
じょう

態
たい

を失
しつにん

認という。

9 -
015 

REM睡
すいみん

眠行
こうどう

動障
しょう

害
がい

とは、夜
よ

中
なか

に夢
ゆめ

を見
み

て反
はんのう

応して大
おおごえ

声を出
だ

したり、
立
た

ち上
あ

がったりする行
こうどう

動のことをいう。

9 -
016 

記
き

憶
おく

障
しょう

害
がい

が進
しんこう

行すると、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の失
しっぱい

敗も認
にんしき

識しなくなる。

9 -
017 

せん妄
もう

（delirium）とは、意
い

識
しき

の混
こんだく

濁した状
じょう

態
たい

であり、発
はっ

症
しょう

が急
きゅう

激
げき

であることが特
とく

徴
ちょう

である。
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9 -
018 

うつ状
じょう

態
たい

とは、気
き

分
ぶん

が落
お

ち込
こ

み、自
じ

分
ぶん

は生
い

きている価
か ち

値がないとい
う悲

ひ

哀
あい

を感
かん

じている状
じょう

態
たい

である。

9 -
019 

アルツハイマー型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia of the Alzheimer's type）
の発

はっ

症
しょう

時
じ き

期は明
めいかく

確ではなく、ゆっくり進
しんこう

行する。

9 -
020 

アルツハイマー型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia of the Alzheimer's type）
では、比

ひ

較
かく

的
てき

、記
き

憶
おく

力
りょく

は良
りょう

好
こう

な状
じょう

態
たい

が保
たも

たれている。

9 -
021 

血
けっかんせい

管性認
にん

知
ち

症
しょう

（vascular dementia）とは、脳
のう

の血
けつえき

液の流
なが

れが障
しょう

害
がい

されて起
お

きる脳
のう

血
けっかん

管障
しょう

害
がい

を基
き

盤
ばん

とした認
にん

知
ち

症
しょう

である。

9 -
022 

血
けっかんせい

管性認
にん

知
ち

症
しょう

（vascular dementia）は、運
うんどう

動障
しょう

害
がい

を伴
ともな

うことは
少
すく

ない。

9 -
023 

レビー小
しょう

体
たい

型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia with Lewy bodies）は、幻
げん

視
し

体
たい

験
けん

や転
てんとう

倒を繰
く

り返
かえ

しやすくなる。

Q 097

9 -
024 

レビー小
しょう

体
たい

型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia with Lewy bodies）では、症
しょうじょう

状
の日

にちないへんどう

内変動は少
すく

ない。

9 -
025 

前
ぜんとう

頭側
そくとう

頭型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

（frontotemporal dementia）では、人
じんかく

格変
へん

化
か

が特
とく

徴
ちょう

的
てき

な症
しょうじょう

状である。

9 -
026 

前
ぜんとう

頭側
そくとう

頭型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

（frontotemporal dementia）の特
とく

徴
ちょう

の 1 つと
して、常

じょう

同
どう

行
こうどう

動がある。

9 -
027 

クロイツフェルト・ヤコブ病
びょう

（Creutzfeldt-Jakob disease）は、
急
きゅう

速
そく

に進
しんこう

行する認
にん

知
ち

症
しょう

の原
げんいん

因疾
しっかん

患である。

9 -
028 

慢
まんせい

性硬
こうまく

膜下
か

血
けっしゅ

腫（chronic subdural hematoma）は、治
ち

療
りょう

によ
り血

けっしゅ

腫を取
と

り除
のぞ

くと認
にん

知
ち

症
しょう

の症
しょうじょう

状がなくなる。

9 -
029 

正
せい

常
じょう

圧
あつ

水
すい

頭
とう

症
しょう

（normal pressure hydrocephalus）では、歩
ほ

行
こう

障
しょう

害
がい

が認
みと

められる。
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9 -
030 

甲
こう

状
じょう

腺
せん

機
き

能
のう

低
てい

下
か

症
しょう

（hypothyroidism）の症
しょうじょう

状では、物
ものわす

忘れがみら
れる。

9 -
031 

若
じゃく

年
ねん

性
せい

認
にん

知
ち

症
しょう

とは、40 歳
さい

未
み

満
まん

で発
はっ

症
しょう

した認
にん

知
ち

症
しょう

のことをいい、原
げん

因
いん

疾
しっかん

患を問
と

わない。

9 -
032 

老
ろう

年
ねん

期
き

認
にん

知
ち

症
しょう

に比
くら

べ、若
じゃく

年
ねん

性
せい

認
にん

知
ち

症
しょう

は進
しんこう

行が速
はや

い。

9 -
033 

HDS-R や MMSE は、認
にん

知
ち

症
しょう

のスクリーニングテストとして使
し

用
よう

さ
れている。

9 -
034 

軽
けい

度
ど

の認
にん

知
ち

症
しょう

においては、IADL（手
しゅだんてき

段的日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

動
どう

作
さ

）のアセス
メントが有

ゆうこう

効である。

9 -
035 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の薬
やくぶつ

物療
りょう

法
ほう

は、病
びょう

気
き

の進
しんこう

行を完
かんぜん

全に止
と

めるこ
とができる。

Q 099

9 -
036 

ドネペジル塩
えんさんえん

酸塩は、アルツハイマー型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

やレビー小
しょう

体
たい

型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

の症
しょうじょう

状進
しんこう

行を抑
よくせい

制する。

9 -
037 

認
にん

知
ち

症
しょう

予
よ

防
ぼう

の考
かんが

え方
かた

には、健
けんこうてき

康的な人
ひと

も含
ふく

めたポピュレーションア
プローチと、疾

しっかん

患を発
はっ

症
しょう

しやすいリスクの高
たか

い人
ひと

を対
たい

象
しょう

としたハイ
リスクアプローチがある。

9 -
038 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の前
ぜんだんかい

段階である軽
けい

度
ど

認
にん

知
ち

障
しょう

害
がい

（MCI）群
ぐん

を対
たい

象
しょう

に、認
にん

知
ち

症
しょう

予
よ

防
ぼう

を目
もくてき

的とした回
かいそうほう

想法などの脳
のう

活
かっせい

性リハビリテー
ションが行

おこな

われている。

9 -
039 

感
かん

情
じょう

失
しっきん

禁とは、感
かん

情
じょう

を失
うしな

ってしまった状
じょう

態
たい

のことをいう。

9 -
040 

幻
げんかく

覚とは、現
げんじつ

実にはないものを見
み

たり聞
き

いたりする症
しょうじょう

状である。

9 -
041 

妄
もうそう

想とは、論
ろん

理
り

的
てき

に誤
あやま

っていることを直
ちょっ

感
かん

的
てき

に確
かくしん

信して思
おも

い込
こ

む状
じょう

態
たい

をいう。
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9 -
042 

夕
ゆう

暮
ぐ

れ症
しょう

候
こう

群
ぐん

とは、夕
ゆうがた

方頃
ごろ

になると落
お

ち着
つ

かなくなる症
しょうじょう

状を現
あらわ

す。

9 -
043 

常
じょう

同
どう

行
こうどう

動は、同
おな

じ動
どう

作
さ

を繰
く

り返
かえ

すことをいい、血
けっかんせい

管性認
にん

知
ち

症
しょう

（vascular dementia）に特
とく

徴
ちょう

的
てき

な症
しょうじょう

状である。

9 -
044 

異
い

食
しょく

とは、食
しょく

物
もつ

でない物
もの

を口
くち

に入
い

れたり、食
た

べたりすることをいう。

9 -
045 

不
ふ

潔
けつ

行
こう

為
い

とは、汚
よご

れた衣
い

類
るい

やおむつを隠
かく

す行
こう

為
い

などをいう。

9 -
046 

収
しゅうしゅう

集癖
へき

とは、ある物
もの

を繰
く

り返
かえ

し買
か

ったり拾
ひろ

ったりする行
こう

為
い

をいう。

9 -
047 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の行
こうどう

動・心
しん

理
り

症
しょうじょう

状（BPSD）には、親
した

しい人
ひと

がわからなくなる症
しょうじょう

状がある。
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9 -
048 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の行
こうどう

動・心
しん

理
り

症
しょうじょう

状（BPSD）は、認
にん

知
ち

症
しょう

の進
しん

行
こう

により生
しょう

じるものである。

9 -
049 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の行
こうどう

動・心
しん

理
り

症
しょうじょう

状（BPSD）を抑
よくせい

制・禁
きん

止
し

す
ることは、不

ふ

安
あん

感
かん

を助
じょ

長
ちょう

させるため避
さ

けたほうがよい。

9 -
050 

不
ふ

安
あん

は、認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の行
こうどう

動・心
しん

理
り

症
しょうじょう

状（BPSD）の 1 つ
であり、同

どう

時
じ

に多
おお

くの BPSD に共
きょう

通
つう

する背
はいけい

景要
よういん

因となる。

9 -
051 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の人
ひと

の自
じ

尊
そん

心
しん

を大
たいせつ

切にして、その人
ひと

の主
しゅかんてき

観的
な世

せ

界
かい

観
かん

をそのままに受
う

け入
い

れようとする受
じゅようてき

容的態
たい

度
ど

は、認
にん

知
ち

症
しょう

の
人
ひと

に安
あんしんかん

心感を与
あた

える。

9 -
052 

叱
しっせき

責、否
ひ

定
てい

などの対
たいおう

応は、認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の人
ひと

が混
こんらん

乱してい
るときには有

ゆうこう

効である。

9 -
053 

失
しっぱい

敗したことやできなくなったことを責
せ

めると混
こんらん

乱がひどくなるこ
とが多

おお

い。
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9 -
054 

認
にん

知
ち

機
き

能
のう

の低
てい

下
か

により、どのような場
ば

所
しょ

にいても周
しゅう

囲
い

からの影
えい

響
きょう

を
受
う

けないため、環
かん

境
きょう

への配
はいりょ

慮は必
ひつよう

要ない。

9 -
055 

リロケーションダメージとは、環
かん

境
きょう

が変
へん

化
か

することから生
しょう

じる混
こんらん

乱
のことである。

9 -
056 

介
かい

護
ご

者
しゃ

や周
しゅう

囲
い

の人
ひと

との信
しんらい

頼できる関
かん

係
けい

の形
けい

成
せい

は、認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の行
こうどう

動・心
しん

理
り

症
しょうじょう

状（BPSD）を軽
けいげん

減させる効
こう

果
か

がある。

9 -
057 

地
ち

域
いき

ケア会
かい

議
ぎ

は、地
ち

域
いき

包
ほうかつ

括ケアシステムの実
じつげん

現のために設
もう

けられた
もので、都

と

道
どう

府
ふ

県
けん

に置
お

かれる。

9 -
058 

地
ち

域
いき

包
ほうかつ

括支
し

援
えん

センターには、社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

士
し

、保
ほ

健
けん

師
し

、主
しゅにん

任介
かい

護
ご

支
し

援
えん

専
せん

門
もん

員
いん

という 3つの専
せんもん

門職
しょく

が配
はい

置
ち

される。

9 -
059 

認
にん

知
ち

症
しょう

カフェは、インフォーマルサービスである。
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9 -
060 

介
かい

護
ご

教
きょう

室
しつ

は、身
しんたい

体介
かい

護
ご

技
ぎ

術
じゅつ

を学
まな

ぶ場
ば

であるため、認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

の家
か

族
ぞく

にも有
ゆうこう

効である。

9 -
061 

認
にん

知
ち

症
しょう

サポーターとは、認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）に対
たい

する正
ただ

しい知
ち

識
しき

をもって、地
ち

域
いき

や職
しょく

域
いき

で認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

や家
か

族
ぞく

を手
て

助
だす

けする専
せんもん

門職
しょく

であ
る。

9 -
062 

認
にん

知
ち

症
しょう

初
しょ

期
き

集
しゅうちゅう

中支
し

援
えん

チームとは、初
しょ

期
き

の支
し

援
えん

を包
ほうかつてき

括的・集
しゅう

中
ちゅう

的
てき

に行
おこな

い、自
じ

立
りつ

生
せいかつ

活のサポートを行
おこな

うチームのことである。

9 -
063 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の人
ひと

の家
か

族
ぞく

は、認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

の生
せいかつ

活上
じょう

の混
こんらん

乱に
巻
ま

き込
こ

まれ、介
かい

護
ご

うつに陥
おちい

ることがある。

9 -
064 

レスパイトケアは、認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の人
ひと

の家
か

族
ぞく

にとって有
ゆうこう

効
である。

9 -
065 

レスパイトケアには、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

サービスを利
り

用
よう

する以
い

外
がい

にも、家
か

族
ぞく

会
かい

等
とう

に参
さん

加
か

し、同
おな

じ境
きょう

遇
ぐう

の人
ひと

と語
かた

り合
あ

い、励
はげ

まし合
あ

うことも含
ふく

まれ
る。



障
しょう

害
が い

の理
り

解
か い
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題
だい

問
もん

10 -
001

IC IDH（In te rna t i ona l  C l a s s i f i c a t i on  o f  Impa i rmen t s , 
Disabilities and Handicaps：国

こくさい

際障
しょう

害
がい

分
ぶんるい

類）では、能
のう

力
りょく

障
しょう

害
がい

に
より経

けい

済
ざい

的
てき

不
ふ

利
り

益
えき

が起
お

きるととらえている。

10 -
002

ICF（International Classification of Functioning, Disability 
and Health：国

こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

）の社
しゃかい

会モデルは、障
しょう

害
がい

を個
こ

人
じん

の
問
もんだい

題ととらえている。

10 -
003

「障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

（障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

の解
かい

消
しょう

の推
すいしん

進に関
かん

する
法
ほうりつ

律）」は、共
きょう

生
せい

社
しゃかい

会の実
じつげん

現を目
め ざ

指している。

10 -
004

障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かいしょう

消支
し

援
えん

地
ち

域
いき

協
きょう

議
ぎ

会
かい

は、国
くに

、地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だんたい

体で組
そ

織
しき

される。

10 -
005

障
しょう

害
がい

者
しゃ

は、合
ごう

理
り

的
てき

配
はいりょ

慮の提
てい

供
きょう

に努
つと

めなければならない。
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10 -
006 

合
ごう

理
り

的
てき

配
はいりょ

慮は、すべての障
しょう

害
がい

者
しゃ

に同
おな

じ配
はいりょ

慮をすることである。

10 -
007 

バンク - ミケルセン（Bank-Mikkelsen, N.）は、ノーマライゼーショ
ン（normalization）の理

り

念
ねん

を 8つの原
げん

理
り

にまとめた。

10 -
008 

ノーマライゼーション（normalization）の理
り

念
ねん

に沿
そ

うと、障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

の成
せい

果
か

目
もく

標
ひょう

は、地
ち

域
いき

生
せいかつ

活から福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

の設
せってい

定が望
のぞ

ましい。

10 -
009 

ソーシャルインクルージョン（social inclusion）とは、共
とも

に生
い

き
支
ささ

え合
あ

うことである。

10 -
010 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の役
やくわり

割は、利
り

用
よう

者
しゃ

自
じ

身
しん

で生
せいかつ

活課
か

題
だい

を解
かいけつ

決するよう支
し

援
えん

す
ることである。

10 -
011 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

のできないことに着
ちゃく

目
もく

して支
し

援
えん

する。
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10 -
012 

アドボカシーは、社
しゃかい

会的
てき

立
たち

場
ば

の弱
よわ

い人
ひと

の権
けん

利
り

を守
まも

ることである。

10 -
013 

世
せ

界
かい

保
ほ

健
けん

機
き

関
かん

（WHO）によるリハビリテーションの定
てい

義
ぎ

で、「利
き

き手
て

交
こうかん

換」は医
い

学
がく

的
てき

リハビリテーションに該
がいとう

当する。

10 -
014 

世
せ

界
かい

保
ほ

健
けん

機
き

関
かん

（WHO）によるリハビリテーションの定
てい

義
ぎ

で、「職
しょく

業
ぎょう

上
じょう

の援
えんじょ

助」は社
しゃかいてき

会的リハビリテーションに該
がいとう

当する。

10 -
015 

脊
せき

髄
ずい

小
しょう

脳
のう

変
へん

性
せい

症
しょう

（spinocerebellar degeneration）の主
おも

な症
しょうじょう

状は、
運
うん

動
どう

失
しっ

調
ちょう

である。

10 -
016 

脊
せき

髄
ずい

小
しょう

脳
のう

変
へん

性
せい

症
しょう

（spinocerebellar degeneration）の初
しょ

期
き

には、
車
くるま

いすの使
し

用
よう

が適
てき

している。

10 -
017 

脳
のう

性
せい

麻
ま

痺
ひ

（cerebral palsy）は、妊
にん

娠
しん

中
ちゅう

から生
せい

後
ご

4 週
しゅう

までに脳
のう

が
損
そん

傷
しょう

を受
う

けた障
しょう

害
がい

である。
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10 -
018 

脳
のうせい

性麻
ま ひ

痺（cerebral palsy）は、痙
けい

直
ちょく

型
がた

や不
ふ

随
ずい

意
い

運
うんどうがた

動型（アテトー
ゼ型

がた

）などの分
ぶんるい

類がある。

10 -
019 

腰
ようずい

髄損
そん

傷
しょう

の障
しょう

害
がい

に、四
し し

肢麻
ま ひ

痺がある。

10 -
020 

頸
けいずい

髄損
そん

傷
しょう

は、気
き

温
おん

が上
あ

がると、うつ熱
ねつ

になる。

10 -
021 

脳
のうけっかん

血管障
しょう

害
がい

は、右
う

脳
のう

が障
しょう

害
がい

されると言
げん

語
ご

障
しょう

害
がい

がみられる。

10 -
022 

左
ひだり

空
くうかん

間無
む し

視がある場
ば

合
あい

、利
り

用
よう

者
しゃ

の右
みぎがわ

側から声
こえ

をかける。

10 -
023 

緑
りょく

内
ない

障
しょう

の主
おも

な症
しょうじょう

状に、夜
や

盲
もう

がある。
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10 -
024 

糖
とう

尿
にょう

病
びょう

性
せい

網
もうまく

膜症
しょう

（diabetic retinopathy）では、眼
がんあつ

圧が上
じょうしょう

昇して
視
し

神
しん

経
けい

が圧
あっぱく

迫される。

10 -
025 

網
もうまく

膜色
しき

素
そ

変
へん

性
せい

症
しょう

（retinitis pigmentosa）の主
おも

な症
しょうじょう

状に、視
し や

野狭
きょう

窄
さく

がある。

10 -
026 

白
はくじょう

は、視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

がからだを支
ささ

えるために使
つか

う。

10 -
027 

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の外
がい

出
しゅつ

支
し

援
えん

に同
どうこう

行援
えん

護
ご

がある。

10 -
028 

伝
でん

音
おん

性
せい

難
なん

聴
ちょう

は、内
ない

耳
じ

から聴
ちょう

神
しんけい

経の支
し

障
しょう

で起
お

こる。

10 -
029 

点
てん

字
じ

は、聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

のコミュニケーションに使
つか

われる。
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10 -
030 

ウェルニッケ失
しつ

語
ご

は、話
はなし

の内
ないよう

容を理
り

解
かい

できるが発
はつ

語
ご

が困
こんなん

難である。

10 -
031 

会
かい

話
わ

補
ほ

助
じょ

装
そう

置
ち

に、トーキングエイドがある。

10 -
032 

狭
きょう

心
しん

症
しょう

は、強
つよ

い胸
きょう

痛
つう

が 30 分
ぷん

以
い

上
じょう

続
つづ

く。

10 -
033 

ペースメーカーを装
そう

着
ちゃく

している利
り

用
よう

者
しゃ

は、電
でん

磁
じ

波
は

の影
えい

響
きょう

を避
さ

ける。

10 -
034 

慢
まんせい

性閉
へいそくせい

塞性肺
はい

疾
しっかん

患（COPD）の主
おも

な原
げんいん

因は、喫
きつえん

煙である。

10 -
035 

パルスオキシメーターは、上
じょう

腕
わん

部
ぶ

で計
けいそく

測する。
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10 -
036 

慢
まんせい

性腎
じん

不
ふ

全
ぜん

が悪
あっ

化
か

すると、尿
にょう

毒
どく

症
しょう

を引
ひ

き起
お

こす。

10 -
037 

慢
まんせい

性腎
じん

不
ふ

全
ぜん

は、塩
えんぶん

分を制
せいげん

限する。

10 -
038 

血
けつえき

液透
とうせき

析は、シャントを造
ぞうせつ

設する。

10 -
039 

大
だい

腸
ちょう

がんは、上
じょう

行
こう

結
けっ

腸
ちょう

に多
おお

く発
はっせい

生する。

10 -
040 

S 状
じょう

結
けっ

腸
ちょう

ストーマから排
はいせつ

泄される便
べん

の性
せい

状
じょう

は、主
おも

に水
すいようべん

様便である。

10 -
041 

クローン病
びょう

（Crohn disease）の主
おも

な症
しょうじょう

状に、腹
ふくつう

痛や下
げ り

痢がある。
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10 -
042 

中
ちゅう

心
しん

静
じょうみゃく

脈栄
えいよう

養法
ほう

の補
ほ

液
えき

は、前
ぜんわん

腕部
ぶ

の静
じょうみゃく

脈から行
おこな

われる。

10 -
043 

ヒト免
めんえき

疫不
ふ

全
ぜん

ウイルス（HIV）による免
めんえき

疫機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

は、日
ひ

和
より

見
み

感
かんせん

染
を引

ひ

き起
お

こす。

10 -
044 

肝
かんこうへん

硬変の主
おも

な症
しょうじょう

状に、黄
おうだん

疸、腹
ふくすい

水がある。

10 -
045 

肝
かんぞう

臓の機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

では、飲
いんしゅ

酒を制
せいげん

限する。

10 -
046 

アルコール依
い

存
ぞん

症
しょう

（alcohol dependence）は、心
しんいん

因性
せい

精
せいしん

神障
しょう

害
がい

に分
ぶんるい

類される。

10 -
047 

統
とうごう

合失
しっ

調
ちょう

症
しょう

（schizophrenia）の主
おも

な症
しょうじょう

状に、妄
もうそう

想がある。
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10 -
048 

高
こう　じ　のう

次脳機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

（higher brain dysfunction）で感
かん

情
じょう

のコントロー
ル低

てい

下
か

は、記
き

憶
おく

障
しょう

害
がい

に含
ふく

まれる。

10 -
049 

重
じゅうしょう

症心
しんしん

身障
しょう

害
がい

の原
げんいん

因に、分
ぶんべん

娩時
じ

の異
い

常
じょう

がある。

10 -
050 

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

は、てんかん（epilepsy）の合
がっぺい

併率
りつ

が高
たか

い。

10 -
051 

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の療
りょう

育
いく

手
て

帳
ちょう

は、医
い し

師が交
こう

付
ふ

する。

10 -
052 

自
じ

閉
へい

症
しょう

（autism）の特
とくせい

性は、読
よ

む、書
か

く、計
けいさん

算することが苦
にが

手
て

である。

10 -
053 

注
ちゅう

意
い

欠
けっ

陥
かん

多
た

動
どう

性
せい

障
しょう

害
がい

（ADHD）のある人
ひと

には、一
いち

度
ど

に多
おお

くの指
し じ

示
を与

あた

える。
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10 -
054 

筋
きん

萎
い

縮
しゅく

性
せい

側
そく

索
さく

硬
こう

化
か

症
しょう

（amyotrophic lateral sclerosis：ALS）は、
免
めんえきしっかん

疫疾患である。

10 -
055 

筋
きん

萎
い

縮
しゅく

性
せい

側
そく

索
さく

硬
こう

化
か

症
しょう

（amyotrophic lateral sclerosis：ALS）は、
視
し

力
りょく

や聴
ちょうりょく

力が保
たも

たれる。

10 -
056 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）の主
おも

な症
しょうじょう

状は、対
つい

麻
ま

痺
ひ

である。

10 -
057 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）の症
しょうじょう

状の進
しん

行
こう

度
ど

は、ホーエ
ン・ヤールの重

じゅう

症
しょう

度
ど

分
ぶんるい

類を用
もち

いる。

10 -
058 

悪
あくせい

性関
かんせつ

節リウマチ（malignant rheumatoid arthritis）は、言
げん

語
ご

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

がみられる。

10 -
059 

悪
あく

性
せい

関
かん

節
せつ

リウマチ（malignant rheumatoid arthritis）の人
ひと

が使
し

用
よう

するドアの取
と

っ手
て

は、丸
まる

いものが適
てき

している。
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10 -
060 

筋
きん

ジストロフィー（muscular dystrophy）は、デュシェンヌ型
がた

が
多
おお

い。

10 -
061 

筋
きん

ジストロフィー（muscular dystrophy）の主
おも

な症
しょうじょう

状は、手
しゅ

指
し

関
かん

節
せつ

のこわばりである。

10 -
062 

筋
きん

ジストロフィー（muscular dystrophy）の利
り

用
よう

者
しゃ

は、重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

を利
り

用
よう

して電
でんどう

動車
くるま

いすで外
がい

出
しゅつ

することができる。

10 -
063 

上
うえ

田
だ

敏
さとし

による障
しょう

害
がい

受
じゅよう

容のステージ理
り

論
ろん

の 5 つの心
しん

理
り

過
か

程
てい

のうち、
最
さいしょ

初の段
だんかい

階はショック期
き

である。

10 -
064 

上
うえ

田
だ

敏
さとし

による障
しょう

害
がい

受
じゅよう

容のステージ理
り

論
ろん

の 5 つの心
しん

理
り

過
か

程
てい

のうち、
否
ひ

定
てい

期
き

は現
げんじつ

実をとらえる支
し

援
えん

を行
おこな

う。

10 -
065 

適
てきおう

応機
き

制
せい

の「退
たいこう

行」は、認
みと

めたくない欲
よっ

求
きゅう

をこころの中
なか

に抑
おさ

え込
こ

も
うとする状

じょう

態
たい

をいう。
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10 -
066 

未
み

就
しゅう

学
がく

の子
こ

どもの発
はったつ

達に遅
おく

れがある場
ば

合
あい

、児
じ

童
どう

発
はったつ

達支
し

援
えん

センターに
相
そうだん

談する。

10 -
067 

職
しょく

場
ば

適
てきおう

応援
えんじょしゃ

助者（ジョブコーチ）は、障
しょう

害
がい

者
しゃ

の特
とくせい

性に応
おう

じた就
しゅう

労
ろう

の
支
し

援
えん

をする。

10 -
068 

民
みんせい

生委
い

員
いん

は、制
せい

度
ど

化
か

された地
ち

域
いき

の社
しゃ

会
かい

資
し

源
げん

の 1つである。

10 -
069 

相
そうだん

談支
し

援
えん

専
せんもんいん

門員は、サービス等
とう

利
り

用
よう

計
けいかく

画を作
さくせい

成する。
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題
だい

問
もん

11 -
001

マズロー（Maslow, A.）の欲
よっ

求
きゅう

階
かいそうせつ

層説の承
しょう

認
にん

欲
よっ

求
きゅう

とは、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の向
こう

上
じょう

を示
しめ

すことである。

11 -
002

マズロー（Maslow, A.）の欲
よっ

求
きゅう

階
かいそうせつ

層説の生
せい

理
り

的
てき

欲
よっ

求
きゅう

とは、自
じ

分
ぶん

の
遺
い

伝
でん

子
し

の継
けいぞく

続を示
しめ

すことである。

11 -
003

マズロー（Maslow, A.）の欲
よっ

求
きゅう

階
かいそうせつ

層説で、生
せいめい

命を脅
おびや

かされないこ
とは最

さい

上
じょう

層
そう

の欲
よっ

求
きゅう

である。

11 -
004

マズロー（Maslow, A.）の欲
よっ

求
きゅう

階
かいそうせつ

層説で、他
た

者
しゃ

からの賞
しょう

賛
さん

を受
う

け
たいというのは承

しょう

認
にん

欲
よっ

求
きゅう

である。

11 -
005

ライチャード（Reichard, S.）による老
ろう

年
ねん

期
き

の性
せいかく

格類
るいけい

型において、
自
じ

分
ぶん

の過
か こ

去に対
たい

して自
じ

責
せき

の念
ねん

を抱
いだ

くことは、円
えん

熟
じゅく

型
がた

に分
ぶんるい

類される。
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11 -
006 

ライチャード（Reichard, S.）による老
ろう

年
ねん

期
き

の性
せいかく

格類
るいけい

型において、
若
わか

いときの積
せっ

極
きょく

的
てき

な活
かつどう

動を維
い じ

持することは、依
い

存
ぞん

型
がた

に分
ぶんるい

類される。

11 -
007 

ライチャード（Reichard, S.）による老
ろう

年
ねん

期
き

の性
せいかく

格類
るいけい

型において、
年
とし

をとることをありのままに受
う

け入
い

れていくことは、円
えん

熟
じゅく

型
がた

に分
ぶんるい

類
される。

11 -
008 

短
たん

期
き

記
き

憶
おく

とは、数
すうじつかん

日間保
ほ じ

持される記
き

憶
おく

である。

11 -
009 

記
き

憶
おく

には、記
き

銘
めい

・保
ほ じ

持・想
そう

起
き

の 3つの過
か

程
てい

がある。

11 -
010 

意
い み

味記
き

憶
おく

には、日
ひ

付
づけ

や物
もの

の名
めい

称
しょう

などがある。

11 -
011 

観
かんさつ

察学
がく

習
しゅう

とは、自
じ

分
ぶん

の行
こうどう

動を反
はんせい

省する学
がく

習
しゅう

である。
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11 -
012 

適
てきおう

応機
き

制
せい

の分
ぶんるい

類において、抑
よくあつ

圧とは体
たいけん

験を無
む

意
い

識
しき

のうちに忘
わす

れよう
とすることをいう。

11 -
013 

適
てきおう

応機
き

制
せい

の分
ぶんるい

類において、合
ごう

理
り

化
か

とは自
じ

分
ぶん

の感
かん

情
じょう

と正
せいはんたい

反対の行
こうどう

動で
本
ほんとう

当の自
じ

分
ぶん

を隠
かく

そうとすることである。

11 -
014 

末
まっ

梢
しょう

動
どう

脈
みゃく

には、血
けつえき

液の逆
ぎゃく

流
りゅう

を予
よ

防
ぼう

するための弁
べん

がある。

11 -
015 

動
どう

脈
みゃく

は、体
たい

表
ひょう

から拍
はくどう

動に触
ふ

れることができる。

11 -
016 

大
だいのう

脳の機
き

能
のう

局
きょく

在
ざい

の部
ぶ い

位として、頭
とう

頂
ちょう

葉
よう

は意
い し

思決
けってい

定を遂
すいこう

行する役
やくわり

割が
ある。

11 -
017 

大
だいのう

脳の機
き

能
のう

局
きょく

在
ざい

の部
ぶ い

位として、側
そくとうよう

頭葉は聴
ちょう

覚
かく

や記
き

憶
おく

に関
かん

する役
やくわり

割が
ある。
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11 -
018 

大
だいのう

脳の機
き

能
のう

局
きょく

在
ざい

の部
ぶ い

位として、後
こうとうよう

頭葉は視
し

覚
かく

情
じょう

報
ほう

の認
にんしき

識の役
やくわり

割があ
る。

11 -
019 

大
だいのう

脳辺
へん

縁
えん

系
けい

には、記
き

憶
おく

に関
かん

する機
き

能
のう

がある。

11 -
020 

肝
かんぞう

臓は、グリコーゲン（glycogen）の貯
ちょぞう

蔵をする。

11 -
021 

膀
ぼうこう

胱は、尿
にょう

を濃
のう

縮
しゅく

するはたらきをもつ。

11 -
022 

小
しょう

脳
のう

には、呼
こ

吸
きゅう

中
ちゅう

枢
すう

がある。

11 -
023 

膵
すいぞう

臓は、インスリン（insulin）分
ぶんぴつ

泌を行
おこな

う。
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11 -
024 

心
しんぞう

臓は、ガス交
こうかん

換を行
おこな

う。

11 -
025 

唾
だ

液
えき

が多
おお

いと、口
こう

臭
しゅう

の原
げんいん

因となる。

11 -
026 

口
こう

臭
しゅう

は、他
た

者
しゃ

との交
こう

流
りゅう

を避
さ

ける原
げんいん

因となることがある。

11 -
027 

副
ふくこうかん

交感神
しんけい

経は、唾
だ

液
えき

分
ぶんぴつ

泌を抑
よくせい

制する。

11 -
028 

耳
じ

下
か

腺
せん

の導
どうかん

管は、口
こうくう

腔底
てい

に開
かいこう

口する。

11 -
029 

唾
だ

液
えき

には、抗
こうきん

菌作
さ

用
よう

がある。
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11 -
030 

舌
ぜっ

下
か

腺
せん

は、小
しょう

唾
だ

液
えき

腺
せん

である。

11 -
031 

さじ状
じょう

爪
づめ

がみられた場
ば

合
あい

、鉄
てつけつぼうせいひんけつ

欠乏性貧血（iron deficiency anemia）
が疑

うたが

われる。

11 -
032 

ばち状
じょう

指
ゆび

がみられた場
ば

合
あい

、栄
えいよう

養障
しょう

害
がい

が疑
うたが

われる。

11 -
033 

巻
ま

き爪
づめ

は、心
しんしっかん

疾患でみられる。

11 -
034 

良
りょう

肢
し

位
い

とは、ADL（Activities of Daily Living：日
にち

常
じょう

生
せいかつ

活動
どう

作
さ

）に
最
もっと

も支
し

障
しょう

が少
すく

ない姿
し

勢
せい

である。

11 -
035 

つま先
さき

が下
した

を向
む

いた姿
し

勢
せい

は良
りょう

肢
し

位
い

である。
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11 -
036 

骨
ほね

を強
きょう

化
か

するためには、日
にっこう

光を避
さ

ける。

11 -
037 

骨
ほね

を強
きょう

化
か

するためには、ビタミン E（vitamin E）の摂
せっしゅ

取をする。

11 -
038 

骨
ほね

を強
きょう

化
か

するためには、適
てき

度
ど

な運
うんどう

動をする。

11 -
039 

高
こうれいしゃ

齢者の骨
こっせつ

折（fracture）で、転
てんとう

倒によって生
しょう

じることが最
もっと

も多
おお

い
のは大

だいたいこつ

腿骨頸
けい

部
ぶ

骨
こっせつ

折（femoral neck fracture）である。

11 -
040 

大
だいたいこつ

腿骨頸
けい

部
ぶ

を骨
こっせつ

折（fracture）した直
ちょく

後
ご

は無
む

症
しょう

状
じょう

である。

11 -
041 

たんぱく質
しつ

は、身
しんたい

体を構
こうせい

成する主
しゅよう

要成
せいぶん

分である。
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11 -
042 

糖
とうしつ

質は、脂
し

溶
よう

性
せい

ビタミンの吸
きゅうしゅう

収を助
たす

ける。

11 -
043 

脂
し

質
しつ

は、ホルモンの原
げん

料
りょう

となる。

11 -
044 

ビタミン Cは、水
すいようせい

溶性ビタミンである。

11 -
045 

無
む

機
き

質
しつ

（ミネラル（mineral））は、体
たいない

内でつくることができる。

11 -
046 

摂
せっ

食
しょく

・嚥
えん

下
げ

のプロセスにおいて、先
せんこう

行期
き

は唾
だ

液
えき

分
ぶんぴつ

泌が増
ぞう

加
か

する。

11 -
047 

摂
せっ

食
しょく

・嚥
えん

下
げ

のプロセスにおいて、準
じゅん

備
び

期
き

は嚥
えん

下
げ

性
せい

無
む

呼
こ

吸
きゅう

がみられる。
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11 -
048 

摂
せっ

食
しょく

・嚥
えん

下
げ

のプロセスにおいて、口
こうくう

腔期
き

は喉
こうとう

頭が閉
へい

鎖
さ

する。

11 -
049 

摂
せっ

食
しょく

・嚥
えん

下
げ

のプロセスにおいて、咽
いんとう

頭期
き

は食
しょっ

塊
かい

を形
けいせい

成する。

11 -
050 

摂
せっ

食
しょく

・嚥
えん

下
げ

のプロセスにおいて、食
しょく

道
どう

期
き

は随
ずい

意
い

的
てき

な運
うんどう

動である。　

11 -
051 

S 状
じょう

結
けっ

腸
ちょう

は、大
だい

腸
ちょう

の一
いち

部
ぶ

である。

11 -
052 

空
くう

腸
ちょう

は、小
しょうちょう

腸の一
いち

部
ぶ

である。

11 -
053 

脱
だっすい

水に伴
ともな

う症
しょうじょう

状には、活
かつどうせい

動性の低
てい

下
か

がみられる。
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11 -
054 

脱
だっすい

水に伴
ともな

う症
しょうじょう

状には、皮
ひ ふ

膚の湿
しつ

潤
じゅん

がみられる。

11 -
055 

胃
い

ろうに使
し

用
よう

しているカテーテルは、交
こうかん

換不
ふ

要
よう

である。

11 -
056 

糖
とう

尿
にょう

病
びょう

でインスリン療
りょう

法
ほう

を受
う

けている場
ば

合
あい

には、低
ていけっとう

血糖症
しょうじょう

状に注
ちゅう

意
い

する。

11 -
057 

38 ～ 41℃の湯
ゆ

温
おん

での入
にゅう

浴
よく

は、消
しょう

化
か

機
き

能
のう

を亢
こうしん

進させる。

11 -
058 

感
かんせん

染を起
お

こしていない皮
ひ ふ

膚の創
そう

傷
しょう

治
ち ゆ

癒を促
うなが

す方
ほうほう

法には、乾
かんそう

燥がある。

11 -
059 

皮
ひ ふ

膚の表
ひょう

面
めん

は、弱
じゃく

酸
さん

性
せい

に保
たも

たれている。

Q 128

11 -
060 

家
か

庭
てい

内
ない

での不
ふ

慮
りょ

の事
じ こ

故のうち、入
にゅう

浴
よく

での事
じ こ

故は少
すく

ない。

11 -
061 

帯
たい

状
じょう

疱
ほうしん

疹（herpes zoster）は、強
つよ

いかゆみがある疾
しっかん

患である。

11 -
062 

疥
かいせん

癬（scabies）は、ほかの人
ひと

に感
かんせん

染しない皮
ひ ふ

膚疾
しっかん

患である。

11 -
063 

浴
よくそう

槽からの立
た

ち上
あ

がりは、ゆっくり行
おこな

う。

11 -
064 

心
しんぞう

臓に疾
しっかん

患のある人
ひと

には、半
はんしんよく

身浴を勧
すす

める。

11 -
065 

食
しょく

後
ご

、すぐに入
にゅう

浴
よく

を勧
すす

める。
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11 -
066 

入
にゅう

浴
よく

後
ご

、水
すいぶん

分摂
せっしゅ

取は控
ひか

える。

11 -
067 

皮
ひ ふ

膚の乾
かんそう

燥に伴
ともな

うかゆみがある場
ば

合
あい

は、利
り

用
よう

者
しゃ

の爪
つめ

は短
みじか

く切
き

る。

11 -
068 

正
せい

常
じょう

な尿
にょう

は、排
はい

尿
にょう

直
ちょく

後
ご

はアンモニア臭
しゅう

がする。

11 -
069 

仰
ぎょう

臥
が

位
い

は、排
はいべん

便しやすい姿
し

勢
せい

である。

11 -
070 

交
こうかん

感神
しんけい

経は、直
ちょくちょう

腸の蠕
ぜんどう

動運
うんどう

動を促
そくしん

進させる。

11 -
071 

食
しょく

事
じ

をとると、便
べん

意
い

はおさまる。
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11 -
072 

息
いき

を吐
は

きながら腹
ふくあつ

圧を低
てい

下
か

させると、排
はいべん

便は促
うなが

される。

11 -
073 

排
はいべん

便時
じ

には、外
がい

肛
こうもん

門括
かつやくきん

約筋を意
い

識
しき

的
てき

に弛
し

緩
かん

させる。

11 -
074 

弛
し

緩
かん

性
せい

便
べん

秘
ぴ

の原
げんいん

因には、食
しょく

物
もつ

繊
せん

維
い

の摂
せっしゅ

取不
ぶ

足
そく

がある。

11 -
075 

直
ちょくちょう

腸性
せい

便
べん

秘
ぴ

の原
げんいん

因には、排
はいべん

便を我
が

慢
まん

する習
しゅう

慣
かん

が関
かんけい

係する。

11 -
076 

寝
ね

たきりになると、下
げ り

痢になりやすい。

11 -
077 

麻
ま

薬
やく

性
せい

鎮
ちん

痛
つう

剤
ざい

の使
し

用
よう

中
ちゅう

は、便
べん

秘
ぴ

になりやすい。　
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11 -
078 

機
き

能
のう

性
せい

尿
にょう

失
しっ

禁
きん

は、認
にん

知
ち

症
しょう

のある利
り

用
よう

者
しゃ

が見
けん

当
とう

識
しき

障
しょう

害
がい

などにより生
しょう

じ
る。

11 -
079 

腹
ふくあつせい

圧性尿
にょう

失
しっ

禁
きん

は、くしゃみなどで生
しょう

じる失
しっきん

禁である。

11 -
080 

膀
ぼうこう

胱炎
えん

（cystitis）では、排
はい

尿
にょう

時
じ

痛
つう

が起
お

こりやすい。

11 -
081 

加
か

齢
れい

に伴
ともな

い、睡
すいみん

眠時
じ

間
かん

は長
なが

くなる。

11 -
082 

運
うんどう

動は、体
たいない

内時
ど

計
けい

を 1 日
にち

24 時
じ

間
かん

の周
しゅう

期
き

に修
しゅう

正
せい

する最
もっと

も強
きょう

力
りょく

な因
いん

子
し

となる。

11 -
083 

レストレスレッグス症
しょう

候
こう

群
ぐん

（restless legs syndrome）は、下
か し

肢
を安

あんせい

静にすることで症
しょうじょう

状が軽
けいかい

快する。
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11 -
084 

不
ふ

眠
みん

症
しょう

（insomnia）のうち、睡
すいみん

眠の時
じ

間
かん

は十
じゅう

分
ぶん

にとれているが、ぐっ
すり眠

ねむ

れた感
かん

じがしない状
じょう

態
たい

を熟
じゅく

眠
みん

障
しょう

害
がい

という。

11 -
085 

臨
りん

終
じゅう

期
き

の身
しんたい

体の様
よう

子
す

として、浮
ふ

腫
しゅ

の出
しゅつ

現
げん

は少
すく

ない。

11 -
086 

死
し

亡
ぼう

直
ちょく

前
ぜん

にみられる身
しんたい

体の変
へん

化
か

として、下
か

顎
がく

呼
こ

吸
きゅう

の出
しゅつ

現
げん

がある。

11 -
087 

キューブラー・ロス（Kübler-Ross, E.）が提
てい

唱
しょう

した心
しん

理
り

過
か

程
てい

の 5
つの段

だんかい

階として、第
だい

1 段
だんかい

階は怒
いか

りである。



医
い

療
りょ う

的
て き

ケア
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題
だい

問
もん

12 -
001

2011 年
ねん

（平
へいせい

成 23 年
ねん

）に社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

士
し

及
およ

び介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

法
ほう

が改
かい

正
せい

され、
介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

は、病
びょう

院
いん

で喀
かくたん

痰吸
きゅう

引
いん

を実
じっ

施
し

できるようになった。

12 -
002

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

が医
い し

師の指
し じ

示の下
もと

で行
おこな

う喀
かくたん

痰吸
きゅう

引
いん

のうち、鼻
び

腔
くう

内
ない

吸
きゅう

引
いん

の
チューブ挿

そう

入
にゅう

範
はん

囲
い

は咽
いんとう

頭手
て

前
まえ

までである。

12 -
003

事
じ こ

故寸
すんぜん

前の危
き

険
けん

な状
じょうきょう

況が発
はっせい

生したが、処
しょ

置
ち

や治
ち

療
りょう

は行
おこな

わなかった程
てい

度
ど

の出
で

来
き

事
ごと

も記
き

録
ろく

に残
のこ

す。

12 -
004

スタンダードプリコーション（標
ひょうじゅん

準予
よ

防
ぼう

策
さく

）において、唾
だ

液
えき

は感
かん

染
せん

する危
き

険
けん

性
せい

のあるものとして取
と

り扱
あつか

う。

12 -
005

経
けい

鼻
び

経
けいかん

管栄
えいよう

養に使
し

用
よう

した物
ぶっぴん

品は、消
しょう

毒
どく

用
よう

エタノールに浸
つ

けて消
しょう

毒
どく

す
ることが望

のぞ

ましい。
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12 -
006 

パルスオキシメータは、静
じょう

脈
みゃく

血
けつ

で酸
さん

素
そ

飽
ほう

和
わ

度
ど

を測
そくてい

定することができ
る。

12 -
007 

喀
かくたん

痰吸
きゅう

引
いん

を必
ひつよう

要とする利
り

用
よう

者
しゃ

に対
たい

する生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

として、室
しつない

内の湿
しつ

度
ど

を 30％以
い か

下に保
たも

つ。

12 -
008 

鼻
び

腔
くう

内
ない

の吸
きゅう

引
いん

物
ぶつ

に血
けつえき

液が少
しょうりょう

量混
ま

じっていたので、吸
きゅう

引
いん

圧
あつ

を弱
よわ

くして
再
さい

度
ど

吸
きゅう

引
いん

をした。

12 -
009 

喀
かくたん

痰吸
きゅう

引
いん

が必
ひつよう

要な利
り

用
よう

者
しゃ

に対
たい

して、入
にゅう

浴
よく

ケアの前
ぜん

後
ご

に吸
きゅう

引
いん

を行
おこな

う。

12 -
010 

喀
かくたん

痰吸
きゅう

引
いん

の排
はいえき

液が、吸
きゅう

引
いん

びんの 70 ～ 80％になる前
まえ

に廃
はい

棄
き

する。

12 -
011 

口
こうくう

腔内
ない

・鼻
び

腔
くう

内
ない

の喀
かくたん

痰吸
きゅう

引
いん

で使
し

用
よう

した吸
きゅう

引
いん

チューブ内
うちがわ

側の洗
せん

浄
じょう

には、
水
すい

道
どう

水
すい

を使
し

用
よう

する。
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12 -
012 

1 回
かい

の吸
きゅう

引
いん

で痰
たん

が取
と

り切
き

れなかったため、呼
こ

吸
きゅう

が落
お

ち着
つ

いたことを
確
かくにん

認して、再
さい

度
ど

吸
きゅう

引
いん

を行
おこな

った。

12 -
013 

経
けいかんえいよう

管栄養の実
じっ

施
し

時
じ

に、冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

に保
ほ

管
かん

していた栄
えいようざい

養剤を指
し じ

示どおりの
温
おん

度
ど

にせずにそのまま注
ちゅうにゅう

入すると、低
ていけっとう

血糖を引
ひ

き起
お

こす。

12 -
014 

経
けいかんえいよう

管栄養の対
たい

象
しょう

である利
り

用
よう

者
しゃ

は、口
こうくう

腔ケアは必
ひつよう

要ない。

12 -
015 

経
けいかん

管栄
えいよう

養中
ちゅう

にしゃっくりがあった場
ば

合
あい

は、ただちに注
ちゅうにゅう

入を中
ちゅう

止
し

する。

12 -
016 

イルリガートル（注
ちゅうにゅう

入ボトル）を用
もち

いた経
けい

鼻
び

経
けいかんえいよう

管栄養は、半
はん

固
こ

形
けい

化
か

栄
えい

養
よう

剤
ざい

を用
もち

いる。

12 -
017 

経
けい

鼻
び

経
けいかんえいよう

管栄養のイルリガートル（注
ちゅうにゅう

入ボトル）は、利
り

用
よう

者
しゃ

の胃
い

から
栄
えい

養
よう

剤
ざい

の液
えきめん

面までが約
やく

50cmの高
たか

さになるようにする。
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12 -
018 

経
けい

鼻
び

経
けいかんえいよう

管栄養を行
おこな

っている利
り

用
よう

者
しゃ

の栄
えいよう

養チューブが 10cm 抜
ぬ

けて
いたので、介

かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が抜
ぬ

けた部
ぶ

分
ぶん

を元
もと

に戻
もど

した。

12 -
019 

気
き

管
かん

カニューレ内
ない

の吸
きゅう

引
いん

は、吸
きゅう

引
いん

圧
あつ

をかけない状
じょう

態
たい

で吸
きゅう

引
いん

チューブ
を挿

そう

入
にゅう

する。
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○
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○
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○

■

G 003



A 040

5 -
001

○     

5 -
002

×     
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○

5-
005

×



A 041

5 -
006

○

5-
007 

×
5-
008 

×
5-
009

5 -
010 

×
5-
011 

×
A 042

5 -
012 

×
5-
013 

×
5-
014 

×
5-
015

○

5-
016 

×
5-
017 

×

×
 



A 043

5 -
018 

×
5-
019 

○

5-
020 

○

5-
021 

×
5-
022 

○

5-
023 

○

A 044

5 -
024 

×
5-
025 

×
5-
026 

×
5-
027 

○

5-
028 

○

5-
029 

×



A 045

5 -
030 

×
5-
031 

○

5-
032 

×    

5 -
033 

○    

5 -
034 

○     

5 -
035 

○    

A 046

5 -
036 

○

5-
037 

×
5-
038 

×
5-
039 

○

5-
040 

×
5-
041 

○



A 047

5 -
042 

○

5-
043 

×
5-
044 

×
5-
045 

○

5-
046 

○

5-
047 

○

A 048

5 -
048 

×
5-
049 

○

5-
050 

×



■

■

G 004



A 050

6 -
001

×
6-
002

×
6-
003

○

6-
004

○

6-
005

○



A 051

6 -
006 

○

6-
007 

×
6-
008 

×
6-
009 

×
6-
010 

○

6-
011 

×
A 052

6 -
012 

×
6-
013 

×
6-
014 

×
6-
015 

×
6-
016 

○

6-
017 

×



A 053

6 -
018 

×
6-
019 

×
6-
020 

○

6-
021 

×
6-
022 

○

6-
023 

○

A 054

6 -
024 

×
6-
025 

○

6-
026 

○

6-
027 

○

6-
028 

○

6-
029 

×



A 055

6 -
030

○

6-
031

○

6-

○
032 

6 -
033

○

6-
034

○

6-
035

○

A 056

6 -
036 

×
6-
037

○

6-
038 

×
6-
039

○

6-
040 

×
6-
041 

×



A 057

6 -
042 

×
6-
043

○

6-
044 

×
6-
045 

×
6-
046

○

6-
047 

×
A 058

6 -
048 

×
6-
049

○

6-
050

○

6-
051 

×
6-
052

○

6-
053 

×



A 059

6 -
054 

×
6-
055 

×
6-
056 

×    

6 -
057 

○

6-
058 

×
6-
059 

○

A 060

6 -
060 

×
6-
061 

○

6-
062 

×
6-
063 

×
6-
064 

×
6-
065 

×



A 061

6 -
066

○

6-
067 

×
6-
068

○

6-
069 

×
6-
070 

×
6-
071 

×
A 062

6 -
072

○

6-
073 

×
6-
074 

×
6-
075 

×
6-
076

○

6-
077 

×



A 063

6 -
078 

×
6-
079 

○

6-
080 

×
6-
081 

×
6-
082 

○

6-
083 

○

A 064

6 -
084 

○

6-
085 

○

6-
086 

○

6-
087 

×
6-
088 

○

6-
089 

×



A 065

6 -
090 

×
6-
091

○

6-
092

○

6-
093

○

6-
094 

×
6-
095 

×
A 066

6 -
096

○

6-
097

○

6-
098

○

6-
099 

×
6-
100 

×
6-
101 

×



A 067

6 -
102 

○

6-
103 

○

6-
104 

×
6-
105 

○

6-
106 

○

6-
107 

○

A 068

6 -
108 

×
6-
109 

×
6-
110 

○

6-
111 

×
6-
112 

○

6-
113 

○



A 069

6 -
114 

○

6-
115 

×
6-
116 

○

6-
117 

○

6-
118 

×
6-
119 

○

A 070

6 -
120 

×
6-
121 

○

6-
122 

×
6-
123 

○

6-
124 

○

6-
125 

×



A 071

6 -
126

○

6-
127

○

6-
128 

×

■

■

G 005

① → ② ① →② →③



A 073

7 -
001

○    

7 -
002

○

7-
003

×
7-
004

×
7-
005

×



A 074

7 -
006 

×
7-
007 

○    

7 -
008 

×
7-
009 

○

7-
010 

○

7-
011 

○

A 075

7 -
012 

×
7-
013 

○

7-
014 

×
7-
015 

○

7-
016 

○    

7 -
017 

○



A 076

7 -
018 

○

7-
019 

○

7-
020 

○

7-
021 

○

7-
022 

×
7-
023 

×
A 077

7 -
024 

×
7-
025 

○

7-
026 

○

7-
027 

○

7-
028 

○

7-
029 

○



A 078

7 -
030 

○

7-
031 

×    

7 -
032 

○

7-
033 

○

7-
034 

○    

7 -
035 

×
A 079

7 -
036 

○

7-
037 

○

7-
038 

○

7-
039 

○

7-
040 

×
7-
041 

○



A 080

7 -
042 

○ ■

■

①

④

②

③

G 006



A 082

8 -
001

×
8-
002

○

8-
003

×
8-
004

×
8-
005

○



A 083

8 -
006 

×
8-
007 

○

8-
008 

×
8-
009 

×
8-
010 

×
8-
011 

○    

A 084

8 -
012 

×
8-
013 

○

8-
014 

×
8-
015 

×
8-
016 

×
8-
017 

×



A 085

8 -
018 

○

8-
019 

×
8-
020 

×
8-
021 

○

8-
022 

×
8-
023 

×
A 086

8 -
024 

×
8-
025 

○

8-
026 

×
8-
027 

○

8-
028 

×    

8 -
029 

×



A 087

8 -
030 

×
8-
031 

○

8-
032 

×
8-
033 

○

8-
034 

×
8-
035 

○

A 088

8 -
036 

×
8-
037 

×
8-
038 

○

8-
039 

×    

8 -
040 

○

8-
041 

×



A 089

8 -
042 

○

8-
043 

○

8-
044 

×
8-
045 

×
8-
046 

×
8-
047 

×
A 090

8 -
048 

×
8-
049 

○

8-
050 

×
8-
051 

×
8-
052 

×
8-
053 

○



A 091

8 -
054 

×
8-
055 

×
8-
056 

○

8-
057 

×
8-
058 

×

■

■

G 007



A 093

9 -
001

○

9-
002

×
9-
003

○

9-
004

○

①
②

③
④ ⑤

⑥
⑦

9 -
005

○



A 094

9 -
006 

○

9-
007 

×
9-
008 

○

9-
009 

×
9-
010 

○

9-
011 

×
A 095

9 -
012 

○

9-
013 

○

9-
014 

×
9-
015 

○

9-
016 

×
9-
017 

○



A 096

9 -
018 

○

9-
019 

○    

9 -
020 

×     

9 -
021 

○

9-
022 

×
   

9 -
023 

○

A 097

9 -
024 

×    

9 -
025 

○

9-
026 

○    

9 -
027 

○

9-
028 

○

9-
029 

○



A 098

9 -
030 

○

9-
031 

×
9-
032 

○

9-
033 

○

9-
034 

○

9-
035 

×
A 099

9 -
036 

○

9-
037 

○

9-
038 

○

9-
039 

×
9-
040 

○

9-
041 

○



A 100

9 -
042 

○

9-
043 

×
9-
044 

○

9-
045 

○

9-
046 

○

9-
047 

×
A 101

9 -
048 

○

9-
049 

○

9-
050 

○

9-
051 

○

9-
052 

×
9-
053 

○



A 102

9 -
054 

×
9-
055 

○

9-
056 

○

9-
057 

×
9-
058 

○
① ②

③ ④

9 -
059 

○

A 103

9 -
060 

○

9-
061 

×
9-
062 

○

9-
063 

○

9-
064 

○

9-
065 

○



■

① ・
・
・
・

② ・
・

・

③
・
・
・

④ ・
・
・
・

■

G 008



A 105

1 0 -
001

×
10-
002

×
10-
003

○

10 -
004

○

10 -
005

×



A 106

1 0 -
006 

×
10-
007 

×
10-
008 

×
10-
009 

○

10 -
010 

○

10 -
011 

×
A 107

1 0 -
012 

○

10 -
013 

○

10 -
014 

×
10-
015 

○

10 -
016 

×
10-
017 

○



A 108

1 0 -
018 

○

10 -
019 

×
10-
020 

○

10 -
021 

×
10-
022 

○     

1 0 -
023 

×    

A 109

1 0 -
024 

×
10-
025 

○

10 -
026 

×
10-
027 

○

10 -
028 

×
10-
029 

×



A 110

1 0 -
030 

×
10-
031 

○

10 -
032 

×
10-
033 

○

10 -
034 

○

10 -
035 

×
A 111

1 0 -
036 

○

10 -
037 

○

10 -
038 

○

10 -
039 

×
10-
040 

×
10-
041 

○



A 112

1 0 -
042 

×
10-
043 

○

10 -
044 

○

10 -
045 

○

10 -
046 

×
10-
047 

○

A 113

1 0 -
048 

×
10-
049 

○

10 -
050 

○

10 -
051 

×
10-
052 

×
10-
053 

×



A 114

1 0 -
054 

×
10-
055 

○

10 -
056 

×
10-
057 

○

10 -
058 

×
10-
059 

×
A 115

1 0 -
060 

○

10 -
061 

×
10-
062 

○

10 -
063 

○ ① ② ③
④ ⑤

10 -
064 

×
10-
065 

×



A 116

1 0 -
066 

○

10 -
067 

○

10 -
068 

○

10 -
069 

○

■

■

G 009



A 118

1 1 -
001

×
11-
002

○    

1 1 -
003

×    

1 1 -
004

○    

1 1 -
005

×    



A 119

1 1 -
006 

×    

1 1 -
007 

○    

1 1 -
008 

×
11-
009 

○    

1 1 -
010 

○

11 -
011 

×
A 120

1 1 -
012 

○

11 -
013 

×
11-
014 

×
11-
015 

○

11 -
016 

×
11-
017 

○



A 121

1 1 -
018 

○

11 -
019 

○

11 -
020 

○

11 -
021 

×
11-
022 

×
11-
023 

○

A 122

1 1 -
024 

×
11-
025 

×
11-
026 

○

11 -
027 

×
11-
028 

×
11-
029 

○



A 123

1 1 -
030 

×
11-
031 

○

11 -
032 

×
11-
033 

×
11-
034 

○

11 -
035 

×
A 124

1 1 -
036 

×
11-
037 

×
11-
038 

○

11 -
039 

○    

1 1 -
040 

×
11-
041 

○    



A 125

1 1 -
042 

×    

1 1 -
043 

○    

1 1 -
044 

○    

1 1 -
045 

×    

1 1 -
046 

○    

1 1 -
047 

×    

A 126

1 1 -
048 

×
11-
049 

×
11-
050 

×
11-
051 

○

11 -
052 

○

11 -
053 

○



A 127

1 1 -
054 

×
11-
055 

×
11-
056 

○

11 -
057 

○

11 -
058 

×
11-
059 

○

A 128

1 1 -
060 

×
11-
061 

×
11-
062 

×
11-
063 

○

11 -
064 

○

11 -
065 

×



A 129

1 1 -
066 

×
11-
067 

○

11 -
068 

×
11-
069 

×
11-
070 

×
11-
071 

×
A 130

1 1 -
072 

×
11-
073 

○

11 -
074 

○

11 -
075 

○

11 -
076 

×
11-
077 

○



A 131

1 1 -
078 

○

11 -
079 

○

11 -
080 

○

11 -
081 

×
11-
082 

×
11-
083 

×
A 132

1 1 -
084 

○

11 -
085 

×
11-
086 

○

11 -
087 

×    



■

■

■

G 010

■

G 011



■

■ 

G 012

■

■

G 013



■

・

・

■

■

■

G 014



A 134

1 2 -
001

×
12-
002

○

12 -
003

○

12 -
004

○

12 -
005

×



A 135

1 2 -
006 

×
12-
007 

×
12-
008 

×
12-
009 

○

12 -
010 

○

12 -
011 

○

A 136

1 2 -
012 

○

12 -
013 

×
12-
014 

×
12-
015 

○

12 -
016 

×
12-
017 

○



A 137

1 2 -
018 

×
12-
019 

×



〈外国人向け介護学習テキスト検討委員会〉

五十嵐さゆり 福祉人材育成研究所M&L

（委員長）   白  井  孝  子 東京福祉専門学校

髙  木  憲  司 和洋女子大学家政学部

橋 本 由 紀 江 国際交流 &日本語支援 Y

〈外国人向け介護学習テキスト検討委員会（過去問）編集委員会〉

五十嵐さゆり 福祉人材育成研究所M&L

木 林 身 江 子 静岡県立大学短期大学部

木  村  久  枝 元松本短期大学

午  頭  潤  子 白梅学園大学子ども学部

品  川  智  則 東京 YMCA医療福祉専門学校

下  山  久  之 同朋大学社会福祉学部

白  井  孝  子 東京福祉専門学校

鈴 木 真 智 子 浦和大学短期大学部

髙  木  憲  司 和洋女子大学家政学部

髙  木  直  美 日本福祉大学中央福祉専門学校

髙  木  　  諒 愛知県立古知野高等学校

平  野  啓  介 旭川大学短期大学部

松  沼  記  代 高崎健康福祉大学健康福祉学部

（事務局） 公益社団法人 日本介護福祉士会  
国際介護人材支援チーム

検討委員会、編集委員会委員一覧　※五十音順

「外国人のための介護福祉士国家試験一問一答」
（令和 2年度 介護の日本語学習支援等事業）

令和 2（2020）年 12 月発行
公益社団法人 日本介護福祉士会
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